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武力攻撃事態等における安否情報の収集及び報告の方法並びに安否情報の照会及び回答の 

手続その他の必要な事項を定める省令 

 

 

平成 17 年 3 月 28 日号外総務省令第 44 号 

最終改正：平成 27 年 9月 16 日号外総務省令第 76 号 

 

 

 

（安否情報の収集方法） 

第一条 武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律（平成十六年法律第百十

二号。以下「法」という。）第九十四条第一項及び第二項（法第百八十三条において準用する

場合を含む。）の規定による安否情報の収集は、避難住民又は武力攻撃災害により負傷した住

民については様式第一号を、武力攻撃災害により死亡した住民については様式第二号を用いて

行うものとする。ただし、やむを得ない場合は、地方公共団体の長が適当と認める方法による

ことができる。 

 

 

 

（安否情報の報告方法） 

第二条 武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律施行令（平成十六年政令

第二百七十五号。以下「令」という。）第二十五条第二項（令第五十二条において準用する場

合を含む。）の総務省令で定める方法は、法第九十四条第一項及び第二項（法第百八十三条に

おいて準用する場合を含む。）に規定する安否情報を様式第三号により記載した書面（電子的

方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録を含

む。以下同じ。）の送付とする。ただし、事態が急迫している場合その他この方法によること

ができない場合には、口頭、電話その他の方法によることができる。 

 

 

 

（安否情報の照会方法） 

第三条 法第九十五条第一項（法第百八十三条において準用する場合を含む。次条において同

じ。）の規定による安否情報の照会は、令第二十六条第一項（令第五十二条において準用する

場合を含む。）に規定する事項を様式第四号により記載した書面を総務大臣又は地方公共団体

の長に提出することにより行うものとする。ただし、安否情報の照会を緊急に行う必要があ

る場合、安否情報について照会をしようとする者が遠隔の地に居住している場合その他この

方法によることができない場合には、口頭、電話その他の方法によることができる。 

２ 法第九十五条第一項（法第百八十三条において準用する場合を含む。次条において同じ。）

の規定により安否情報の照会をする者は、前項により提出した書面に記載されている氏名及

び住所又は居所と同一の氏名及び住所又は居所が記載されている運転免許証、健康保険の被

保険証、外国人登録証明書、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律（平成二十五年法律第二十七号）第二条第七項に規定する個人番号カードその他
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法律又はこれに基づく命令の規定により交付された書類であって当該安否情報を照会する者

が本人であることを確認するに足りるものを提示し、又は提出しなければならない。ただし、

やむを得ない理由により、当該書類を提示し、若しくは提出することができない場合又は前

項ただし書きの場合にあっては、当該安否情報を照会する者が本人であることを確認するた

めに総務大臣又は地方公共団体の長が適当と認める方法によることができる。 

３ 前項ただし書の場合において、総務大臣及び地方公共団体の長が安否情報を照会する者が本

人であることを確認するために必要があると認めるときは、関係地方公共団体の長に対し、必

要な資料の提出を求めることができる。 

 

 

 

（安否情報の回答方法） 

第四条 法第九十五条第一項の規定による安否情報の回答は、安否情報の照会に係る者が避難住

民に該当するか否か及び武力攻撃災害により死亡し又は負傷した住民に該当するか否かの別

その他必要な事項を様式第五号により記載した書面を交付することにより行うものとする。た

だし、事態が急迫している場合その他この方法によることができない場合には、口頭、電話そ

の他の方法によることができる。 

 

 

 

（安否情報の提供） 

第五条 総務大臣は、全ての都道府県知事又は市町村（特別区を含む。以下同じ。）の長が法第

九十五条第一項の規定に基づく安否情報の回答を行うことができるようにするため、法第九

十四条第二項の規定により報告を受けた安否情報のうち当該回答に必要な情報を、都道府県

知事及び市町村の長に対し、書面により提供することとする。 

 

 

附 則 

（施行期日） 

第一条 この省令は、平成十七年四月一日から施行する。 

（総務省関係法令に係る行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律施行規則の

一部改正） 

第二条 総務省関係法令に係る行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律施行規

則（平成十五年総務省令第四十八号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう略〕 

 

附 則〔平成一八年三月三一日総務省令第五〇号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この省令は、平成十八年四月一日から施行する。ただし、本則に一条を加える改正規定

及び附則第二条の別表の改正規定のうち第五条に係る部分については、平成十九年四月一日
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から施行する。 

 

附 則〔平成二七年九月一六日総務省令第七六号抄〕 

（施行期日） 

第一条 この省令は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

〔平成二五年五月法律第二七号〕（以下この条及び次条第一項において「番号利用法」という。）

附則第一条第四号に掲げる規定の施行の日（平成二十八年一月一日）から施行する。〔後略〕 

（経過措置） 

第二条 〔一項略〕 

２ 次に掲げる省令の規定の適用については、住民基本台帳カード（第五条の規定による改正前

の住民基本台帳法施行規則別記様式第二の様式によるものに限る。）は、番号利用法整備法第

二十条第一項の規定によりなお従前の例によることとされた旧住民基本台帳法第三十条の四

十四第九項の規定によりその効力を失う時までの間は、個人番号カードとみなす。 

一・二 〔略〕 

三 第十一条の規定による改正後の武力攻撃事態等における安否情報の収集及び報告の方法

並びに安否情報の照会及び回答の手続その他の必要な事項を定める省令第三条第二項 

四・五 〔略〕 
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武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律による救援の程度及び方法の基

準 

 

 

平成 25 年 10 月 1 日号外内閣府告示第 229 号 

最終改正：令和 1 年 9 月 30 日号外内閣府告示第 90 号 

 

（救援の程度及び方法） 

第一条 武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律施行令（平成十六年政令

第二百七十五号。以下「令」という。）第十条第一項（令第五十二条において準用する場合を

含む。）の規定による救援の程度及び方法の基準は、武力攻撃事態等における国民の保護のた

めの措置に関する法律（平成十六年法律第百十二号。以下「法」という。）第七十五条第一項

各号及び令第九条各号に掲げる救援の種類ごとに、次条から第十三条までに定めるところに

よる。 

２ 前項の基準によっては救援の適切な実施が困難な場合には、内閣総理大臣が特別の基準（次

項において「特別基準」という。）を定める。 

３ 救援を実施する都道府県知事（地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百五十二条

の十九第一項の指定都市においては、その長）は、第一項の基準によっては救援の適切な実

施が困難な場合には、内閣総理大臣に対し、特別基準の設定について意見を申し出ることが

できる。 

（収容施設の供与） 

第二条 法第七十五条第一項第一号の収容施設（応急仮設住宅を含む。）の供与は、次の各号に

掲げる施設ごとに、当該各号に定めるところにより行うこととする。 

一 避難所 

イ 避難住民（法第五十二条第三項に規定する避難住民をいう。）又は武力攻撃災害（法第

二条第四項に規定する武力攻撃災害を言う。以下同じ。）により現に被害を受け、若しく

は受けるおそれのある者（以下「避難住民等」という。）を収容するものであること。 

ロ 原則として、学校、公民館等既存の建物を利用すること。ただし、これら適当な建物

を利用することが困難な場合は、野外に仮小屋を設置し、又は天幕の設営により実施す

ること。 

ハ 避難所の設置、維持及び管理のための賃金職員等雇上費、消耗器材費、建物の使用謝

金、器物の使用謝金、借上費又は購入費、光熱水費並びに仮設便所等の設置費は、一人

一日当たり三百三十円（冬季（十月から三月までの期間をいう。以下同じ。）については、

別に定める額を加算した額）の範囲内とすること。ただし、福祉避難所（高齢者、障害

者等（以下「高齢者等」という。）であって避難所での避難生活において特別な配慮を必

要とするものを収容する避難所をいう。）を設置した場合は、当該地域において当該特別

な配慮のために必要な通常の実費を加算することができること。 
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ニ 収容する期間が長期にわたる場合又は長期にわたるおそれがある場合には、長期避難

住宅を設置し、これに収容することができることとし、一戸当たりの規模及び避難住民

等の収容のため支出できる費用は、次に掲げるところによること。 

（１） 一戸当たりの規模は、救援の趣旨を踏まえ、実施主体が地域の実情、世帯構成

等に応じて設定し、その設置のために支出できる費用は、設置にかかる原材料費、労

務費、付帯設備工事費、輸送費及び建築事務費等の一切の経費として、五百七十一万

四千円以内とすること。 

（２） 長期避難住宅の設置、維持及び管理のための賃金職員等雇上費、消耗器材費、

器物の使用謝金、借上費又は購入費並びに光熱水費は、一人一日当たり三百三十円（冬

季については、別に定める額を加算した額）の範囲内とすること。 

ホ 長期避難住宅を同一敷地内又は近接する地域内におおむね五十戸以上設置した場合は、

居住者の集会等に利用するための施設を設置できることとし、一施設当たりの規模及び

その設置のため支出できる費用は、別に定めるところによること。 

ヘ 老人居宅介護等事業等を利用しやすい構造及び設備を有し、高齢者等であって日常の

生活上特別な配慮を要する複数のものを収容する施設を長期避難住宅として設置できる

こと。 

ト 長期避難住宅の設置に代えて、賃貸住宅、宿泊施設等の居室の借上げを実施し、これ

らに収容することができること。 

チ 法第八十九条第三項の規定により準用される建築基準法（昭和二十五年法律第二百一

号）第八十五条第一項本文、第三項及び第四項並びに景観法（平成十六年法律第百十号）

第七十七条第一項、第三項及び第四項並びに法第百三十一条の規定により準用される特

定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律（平成八年

法律第八十五号）第二条、第八条及び第九条の規定は、長期避難住宅について適用があ

るものとする。 

二 応急仮設住宅 

イ 避難の指示が解除された後又は武力攻撃災害により新たに被害を受けるおそれがなく

なった後、武力攻撃災害により住家が全壊、全焼又は流失し、居住する住家がない者で

あって、自らの資力では住家を得ることができないものを収容するものであること。 

ロ 一戸当たりの規模は、救援の趣旨を踏まえ、実施主体が地域の実情、世帯構成等に応

じて設定し、その設置のために支出できる費用は、設置にかかる原材料費、労務費、付

帯設備工事費、輸送費及び建築事務費等の一切の経費として、五百七十一万四千円以内

とすること。 

ハ 前号ホからチまでの規定は、応急仮設住宅について準用する。 

（炊き出しその他による食品の給与及び飲料水の供給） 

第三条 法第七十五条第一項第二号の炊き出しその他による食品の給与及び飲料水の供給は、次

の各号に掲げる救援ごとに、当該各号に定めるところにより行うこととする。 
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一 炊き出しその他による食品の給与 

イ 避難所に収容された者、武力攻撃災害により住家に被害を受けて炊事のできない者及

び避難の指示（法第五十四条第二項に規定する避難の指示をいう。以下同じ。）に基づき

又は武力攻撃災害により住家に被害を受け避難する必要のある者に対して行うものであ

ること。 

ロ 被災者が直ちに食することができる現物によるものとすること。 

ハ 炊き出しその他による食品の給与を実施するため支出できる費用は、主食、副食及び

燃料等の経費として一人一日当たり千百六十円以内とすること。 

二 飲料水の供給 

イ 避難の指示に基づく避難又は武力攻撃災害により現に飲料水を得ることができない者

に対して行うものであること。 

ロ 飲料水の供給を実施するために支出できる費用は、水の購入費のほか、給水又は浄水

に必要な機械又は器具の借上費、修繕費及び燃料費並びに薬品又は資材の費用とし、当

該地域における通常の実費とすること。 

（被服、寝具その他生活必需品の給与又は貸与） 

第四条 法第七十五条第一項第三号の被服、寝具その他生活必需品の給与又は貸与（以下「生活

必需品の給与等」という。）は、次の各号に定めるところにより行うこととする。 

一 避難の指示に基づく避難又は武力攻撃災害により、生活上必要な被服、寝具その他生活

必需品を喪失又は損傷し、直ちに日常生活を営むことが困難な者に対して行うものである

こと。 

二 被害の実情に応じ、次に掲げる品目の範囲内において現物をもって行うこと。 

イ 被服、寝具及び身の回り品 

ロ 日用品 

ハ 炊事用具及び食器 

ニ 光熱材料 

三 生活必需品の給与等のため支出できる費用は、季別及び世帯区分により一世帯当たり次

に掲げる額の範囲内とすること。この場合においては、季別は、夏季（四月から九月まで

の期間をいう。以下同じ。）及び冬季とし、生活必需品の給与等を行う日をもって決定する

こと。 

季別 
一人世帯の

額 

二人世帯

の額 

三人世帯

の額 

四人世帯

の額 

五人世帯

の額 

世帯員数が六人以上一人

を増すごとに加算する額 

夏季 
一万八千八

百円 

二万四千

二百円 

三万五千

八百円 

四万二千

八百円 

五万四千

二百円 

七千九百円 

冬季 
三万千二百

円 

四万四百

円 

五万六千

二百円 

六万五千

七百円 

八万二千

七百円 

一万千四百円 
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四 避難の指示が長期にわたって解除されない場合又は武力攻撃災害が長期にわたって継続

している場合は、必要に応じ前号に掲げる額の範囲内で再び実施することができること。 

（医療の提供及び助産） 

第五条 法第七十五条第一項第四号の医療の提供及び助産は、次の各号に定めるところにより行

うこととする。 

一 医療の提供 

イ 避難の指示に基づく避難又は武力攻撃災害により医療の途を失った者に対して、応急

的に処置するものであること。 

ロ 救護班において行うこと。ただし、急迫した事情があり、やむを得ない場合は、病院

若しくは診療所又は施術所（あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する法

律（昭和二十二年法律第二百十七号）又は柔道整復師法（昭和四十五年法律第十九号）

に規定するあん摩マツサージ指圧師、はり師、きゆう師又は柔道整復師（以下「施術者」

という。）がその業務を行う場所をいう。以下同じ。）において医療（施術者が行うこと

ができる範囲の施術を含む）を行うことができること。 

ハ 次の範囲内において行うこと。 

（１） 診療 

（２） 薬剤又は治療材料の支給 

（３） 処置、手術その他の治療及び施術 

（４） 病院又は診療所への収容 

（５） 看護 

ニ 医療の提供のため支出できる費用は、救護班による場合は使用した薬剤、治療材料、

破損した医療器具の修繕費等の実費とし、病院又は診療所による場合は国民健康保険の

診療報酬の額以内とし、施術所による場合は協定料金の額以内とすること。 

二 助産 

イ 避難の指示に基づく避難又は武力攻撃災害により助産の途を失った者に対して行うも

のであること。 

ロ 次の範囲内において行うこと。 

（１） 分べんの介助 

（２） 分べん前及び分べん後の処置 

（３） 脱脂綿、ガーゼその他の衛生材料の支給 

ハ 助産のため支出できる費用は、救護班等による場合は使用した衛生材料の実費とし、

助産師による場合は慣行料金の百分の八十以内の額とすること。 

（被災者の捜索及び救出） 

第六条 法第七十五条第一項第五号の被災者の捜索及び救出は、次の各号に定めるところにより

行うこととする。 

一 避難の指示が解除された後又は武力攻撃により新たに被害を受けるおそれがない場合、
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武力攻撃災害により、現に生命若しくは身体が危険な状態にある者又は生死不明の状態に

ある者を捜索し、又は救出するものであること。 

二 被災者の捜索及び救出のため支出できる費用は、舟艇その他救出のための機械、器具等

の借上費又は購入費、修繕費及び燃料費として当該地域における通常の実費とすること。 

（埋葬及び火葬） 

第七条 法第七十五条第一項第六号の埋葬及び火葬は、次の各号に定めるところにより行うこと

とする。 

一 武力攻撃災害の際死亡した者について、死体の応急的処理程度のものを行うものである

こと。 

二 原則として、棺又は棺材の現物をもって、次の範囲内において行うこと。 

イ 棺（附属品を含む。） 

ロ 埋葬又は火葬（賃金職員等雇上費を含む。） 

ハ 骨つぼ及び骨箱 

三 埋葬のため支出できる費用は、一体当たり大人二十一万五千二百円以内、小人十七万二

千円以内とすること。 

（電話その他の通信設備の提供） 

第八条 法第七十五条第一項第七号の電話その他の通信設備の提供は、次の各号に定めるところ

により行うこととする。 

一 避難の指示に基づく避難又は武力攻撃災害により、通信手段を失った者に対して行うも

のであること。 

二 電話、インターネットの利用を可能とする通信端末機器その他必要な通信設備を第二条

第一号に規定する避難所に設置し、これらの設備を避難住民等に利用させることにより行

うものであること。 

三 電話その他の通信設備の提供のため支出できる費用は、消耗器材費、器物の使用謝金、

借上費又は購入費、必要な通信設備の設置費及び通信費として当該地域における通常の実

費とすること。 

（武力攻撃災害を受けた住宅の応急修理） 

第九条 法第七十五条第一項第八号の規定に基づく令第九条第一号の武力攻撃災害を受けた住

宅の応急修理は、次の各号に定めるところにより行うこととする。 

一 避難の指示が解除された後若しくは武力攻撃災害により新たに被害を受けるおそれがな

くなった後、武力攻撃災害により住家が半壊若しくは半焼し、自らの資力では応急修理を

することができない者又は大規模な補修を行わなければ居住することが困難である程度に

住家が半壊した者に対して行うものであること。 

二 居室、炊事場、便所等日常生活に必要最小限度の部分に対し、現物をもって行うものと

し、その修理のために支出できる費用は、一世帯当たり五十九万五千円以内とすること。 

（学用品の給与） 
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第十条 法第七十五条第一項第八号の規定に基づく令第九条第二号の学用品の給与は、次の各号

に定めるところにより行うこととする。 

一 避難の指示に基づく避難又は武力攻撃災害により、学用品を喪失又は損傷し、就学上支

障のある小学校児童（義務教育学校の前期課程及び特別支援学校の小学部の児童を含む。

以下同じ。）、中学校生徒（義務教育学校の後期課程、中等教育学校の前期課程及び特別支

援学校の中学部の生徒を含む。以下同じ。）及び高等学校等生徒（高等学校（定時制の課程

及び通信制の課程を含む。）、中等教育学校の後期課程（定時制の課程及び通信制の課程を

含む。）、特別支援学校の高等部、高等専門学校、専修学校及び各種学校の生徒をいう。以

下同じ。）に対して行うものであること。 

二 被害の実情に応じ、次に掲げる品目の範囲内において現物をもって行うこと。 

イ 教科書 

ロ 文房具 

ハ 通学用品 

三 学用品の給与のため支出できる費用は、次の額の範囲内とすること。 

イ 教科書代 

（１） 小学校児童及び中学校生徒 教科書の発行に関する臨時措置法（昭和二十三年

法律第百三十二号）第二条第一項に規定する教科書及び教科書以外の教材で、教育委

員会に届け出、又はその承認を受けて使用するものを給与するための実費 

（２） 高等学校等生徒 正規の授業で使用する教材を給与するための実費 

ロ 文房具費及び通学用品費 

（１） 小学校児童 一人当たり 四千五百円 

（２） 中学校生徒 一人当たり 四千八百円 

（３） 高等学校等生徒 一人当たり 五千二百円 

四 避難の指示が長期にわたって解除されない場合又は武力攻撃災害が長期にわたって継続

している場合は、必要に応じ前号に掲げる額の範囲内で再び実施することができること。 

（死体の捜索及び処理） 

第十一条 法第七十五条第一項第八号の規定に基づく令第九条第三号の死体の捜索及び処理は、

次の各号に掲げる救援ごとに、当該各号に定めるところにより行うこととする。 

一 死体の捜索 

イ 避難の指示が解除された後又は武力攻撃により新たに被害を受けるおそれがない場合、

武力攻撃災害により現に行方不明の状態にあり、かつ、各般の事情により既に死亡して

いると推定される者に対して行うものであること。 

ロ 死体の捜索のため支出できる費用は、舟艇その他捜索のための機械、器具等の借上費

又は購入費、修繕費及び燃料費として当該地域における通常の実費とすること。 

二 死体の処理 

イ 武力攻撃災害の際死亡した者について、死体に関する処理（埋葬を除く。）を行うもの
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であること。 

ロ 次の範囲内において行うこと。 

（１） 死体の洗浄、縫合、消毒等の処置 

（２） 死体の一時保存 

（３） 検案 

ハ 検案は、原則として救護班において行うこと。 

ニ 死体の処理のため支出できる費用は、次に掲げるところによること。 

（１） 死体の洗浄、縫合、消毒等の処理のための費用は、一体当たり三千五百円以内

とすること。 

（２） 死体の一時保存のための費用は、死体を一時収容するための既存の建物を利用

する場合は当該施設の借上費について通常の実費とし、既存の建物を利用できない場

合は一体当たり五千四百円以内とすること。この場合において、死体の一時保存にド

ライアイスの購入費等の経費が必要であるときは、当該地域における通常の実費を加

算することができること。 

（３） 救護班において検案をすることができない場合は、当該地域の慣行料金の額以

内とすること。 

（武力攻撃災害によって住居又はその周辺に運ばれた土石、竹木等で、日常生活に著しい支

障を及ぼしているものの除去） 

第十二条 法第七十五条第一項第八号の規定に基づく令第九条第四号の武力攻撃災害によって

住居又はその周辺に運ばれた土石、竹木等で、日常生活に著しい支障を及ぼしているもの（以

下「障害物」という。）の除去は、次の各号に掲げる救援ごとに、当該各号に定めるところに

より行うこととする。 

一 避難の指示が解除された後又は武力攻撃により新たに被害を受けるおそれがなくなった

後、居室、炊事場等生活に欠くことのできない場所又は玄関に障害物が運びこまれている

ため一時的に居住できない状態にあり、かつ、自らの資力をもってしては、当該障害物を

除去することができない者に対して行うものであること。 

二 障害物の除去のため支出できる費用は、ロープ、スコップその他除去のため必要な機械、

器具等の借上費又は購入費、輸送費、賃金職員等雇上費等とし、一世帯当たり十三万七千

九百円以内とすること。 

（救援のための輸送費及び賃金職員等雇上費） 

第十三条 法第七十五条第一項各号に掲げる救援を実施するに当たり必要な場合は、救援のため

の輸送費及び賃金職員等雇上費を支給することができる。 

一 救援のための輸送費及び賃金職員等雇上費として支出できる範囲は、次に掲げる場合と

すること。 

イ 飲料水の供給 

ロ 医療の提供及び助産 
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ハ 被災者の捜索及び救出 

ニ 死体の捜索及び処理 

ホ 救済用物資の整理配分 

二 救援のため支出できる輸送費及び賃金職員等雇上費は、当該地域における通常の実費と

すること。 

前 文〔抄〕〔平成二六年三月三一日内閣府告示第二〇号〕 

平成二十六年四月一日から適用する。 

前 文〔抄〕〔平成二七年三月三一日内閣府告示第四五号〕 

平成二十七年四月一日から適用する。 

前 文〔抄〕〔平成二八年三月三一日内閣府告示第一一三号〕 

平成二十八年四月一日から適用する。 

前 文〔抄〕〔平成二九年三月三一日内閣府告示第五三四号〕 

平成二十九年四月一日から適用する。 

前 文〔抄〕〔平成三〇年三月三〇日内閣府告示第五二号〕 

平成三十年四月一日から適用する。 

前 文〔抄〕〔令和元年九月三〇日内閣府告示第九〇号〕 

令和元年十月一日から適用する。 
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火災・災害等即報要領 

 

 

昭和 59 年 10 月 15 日  

消防災第 267 号消防庁長官 

  

 
改正  平成6年12月消防災第279号、平成7年4月消防災第83号、 

平成8年4月消防災第59号、平成9年3月消防情第51号、 
平成12年11月消防災第98号・消防情第125号、平成15年 
3月消防災第78号・消防情第56号､平成16年9月消防震第66 

号､平成20年5月消防応第69号、平成20年9月消防応第166 
号､平成24年5月消防応第111号、平成29年2月消防応第11 
号､平成 31 年 4 月消防応第 28 号、令和元年 6月消防応第 12 号 

 

第１ 総則 

１ 趣旨 

この要領は、消防組織法（昭和22 年法律第226 号）第４０条の規定に基づき消防庁長官が

求める消防関係報告のうち、火災・災害等に関する即報について、その形式及び方法を定め

るものとする。 

（参考） 

消防組織法第４０条 

消防庁長官は、都道府県又は市町村に対し、消防庁長官の定める形式及び方法により消

防統計及び消防情報に関する報告をすることを求めることができる。 

 

２ 火災・災害等の定義 

「火災・災害等」とは、火災・災害及びその他の事故をいう。 

なお、本要領における用語の定義については、本要領に特別の定めのない限り、「火災報

告取扱要領（平成6年4月21日付け消防災第100号）」、「災害報告取扱要領（昭和45年4月10

日付け消防防第246 号）」、「救急事故等報告要領（平成6年10月17日付け消防救第158号）」

の定めるところによる。 

 

３ 報告手続 

(1)「第２ 即報基準」に該当する火災又は事故（(1)において「火災等」という。）が発生

した場合には、当該火災等が発生した地域の属する市町村（当該市町村が消防の事務を

処理する一部事務組合又は広域連合の構成市町村である場合は、当該一部事務組合又は

広域連合を含む。以下第１から第３までにおいて同じ。）は、火災等に関する即報を都

道府県を通じて行うものとする。 

ただし、２以上の市町村にまたがって火災等が発生した場合又は火災等が発生した地

域の属する市町村と当該火災等について主として応急措置（火災の防御、救急業務、救
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助活動、事故の処理等）を行った市町村が異なる場合には、当該火災等について主とし

て応急措置を行った市町村又はこれらの火災等があったことについて報告を受けた市町

村が都道府県を通じて行うものとする。 

(2)「第２ 即報基準」に該当する災害が発生した場合（災害が発生するおそれが著しく大

きい場合を含む。以下同じ。）には、当該災害が発生し、又はそのおそれがある地域の

属する市町村は、災害に関する即報について都道府県に報告をするものとする。 

(3)「第２ 即報基準」に該当する火災・災害等が発生した場合には、都道府県は、市町村

からの報告及び自ら収集した情報等を整理して、火災・災害等に関する即報について消

防庁に報告をするものとする。 

(4)「第３ 直接即報基準」に該当する火災・災害等が発生した場合には、市町村は、第１

報を都道府県に加え、消防庁に対しても報告をするものとする。この場合において、消

防庁長官から要請があった場合については、市町村は、第１報後の報告を引き続き消防

庁に対しても行うものとする。 

(5) 市町村は、報告すべき火災・災害等を覚知したときは、迅速性を最優先として可能な

限り早く（原則として、覚知後３０分以内）、分かる範囲でその第１報の報告をするも

のとし、以後、各即報様式に定める事項について、判明したもののうちから逐次報告を

するものとする。都道府県は、市町村からの報告を入手後速やかに消防庁に対して報告

を行うとともに、市町村からの報告を待たずして情報を入手したときには、直ちに消防

庁に対して報告を行うものとする。 

 

４ 報告方法及び様式 

火災・災害等の即報に当たっては、原則として(1)の区分に応じた様式に記載し、ファク

シミリ等により報告をするものとする。 

ただし、消防機関等への通報が殺到した場合又はファクシミリ等が使用不能な場合で当該

方法による報告ができない場合には、迅速性を最優先とし、電話等通信可能な方法による報

告に代えることができるものとする。 

また、第１報以後の報告については、各様式で報告が求められている項目が記載された既

存資料（地方公共団体が独自に作成した資料や災害対策本部会議で使用された資料など）に

よる報告に代えることができるものとする。 

なお、画像情報を送信することができる地方公共団体は(2)により被害状況等の画像情報

の送信を行うものとする。 

(1) 様式 

ア 火災等即報・・・・・第１号様式及び第２号様式 

火災及び特定の事故（火災の発生を伴うものを含む。）を対象とする。 

特定の事故とは、石油コンビナート等特別防災区域内の事故、危険物等に係る事故、

原子力災害及び可燃性ガス等の爆発、漏えい等の事故とする。 
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なお、火災（特定の事故を除く。）については第１号様式、特定の事故については第

２号様式により報告をすること。 

イ 救急・救助事故・武力攻撃災害等即報・・・・・第３号様式 

救急事故及び救助事故並びに武力攻撃災害及び緊急対処事態における災害を対象とす

る。なお、火災等即報を行うべき火災及び特定の事故に起因して生じた救急事故等につ

いては、第３号様式による報告を省略することができる。ただし、消防庁長官から特に

求められたものについては、この限りではない。 

ウ 災害即報・・・・・第４号様式 

災害を対象とする。なお、災害に起因して生じた火災又は事故については、ア 火災等

即報、イ 救急・救助事故等即報を省略することができる。ただし、消防庁長官から特に

求められたものについては、この限りではない。 

(2) 画像情報の送信 

地域衛星通信ネットワーク等を活用して画像情報を送信することができる地方公共団体

（応援団体を含む。）は、原則として次の基準に該当する火災・災害等が発生したときは、

高所監視カメラ、ヘリコプターテレビ電送システム、衛星地球局等を用いて速やかに被害

状況等の画像情報を送信するものとする。 

ア 「第３ 直接即報基準」に該当する火災・災害等 

イ 被災地方公共団体の対応のみでは十分な対策を講じることが困難な火災・災害等 

ウ 報道機関に大きく取り上げられる等社会的影響が高い火災・災害等 

（テレビのニュース速報のテロップ又はテレビ・新聞等のマスコミの全国版のニュースに

て報道される火災・災害等をいう。以下同じ。） 

エ 上記に定める火災・災害等に発展するおそれがあるもの 

 

５ 報告に際しての留意事項 

(1) 都道府県又は市町村は、「第２ 即報基準」又は「第３ 直接即報基準」に該当する火災・

災害等か判断に迷う場合には、できる限り広く報告をするものとする。 

(2) 都道府県又は市町村は、自らの対応力のみでは十分な災害対策を講じることが困難な火

災・災害等が発生したときは、速やかにその規模を把握するための概括的な情報の収集に

特に配意し、迅速な報告に努めるものとする。 

また、都道府県は、通信手段の途絶等が発生し、区域内の市町村が報告を行うことが十

分にできないと判断する場合等にあっては、調査のための職員派遣、ヘリコプター等の機

材や各種通信手段の効果的活用等、あらゆる手段を尽くして、被害情報等の把握に努める

ものとする。 

(3) 都道府県は、被害状況等の把握に当たって、当該都道府県の警察本部等関係機関と密接

な連携を保つものとする。 

特に、人的被害の数（死者・行方不明者）については、都道府県が一元的に集約、調整
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を行うものとする。その際、都道府県は、関係機関が把握している人的被害の数について

積極的に収集し、当該情報が得られた際は、関係機関と連携のもと、整理・突合・精査を

行い、直ちに消防庁へ報告をするものとする。 

(4) 市町村は、都道府県に報告をすることができない場合には、一時的に報告先を消防庁に

変更するものとする。この場合において、都道府県と連絡がとれるようになった後は、都

道府県に報告をするものとする。 

(5) 上記(1)から(4)にかかわらず、災害等により消防機関への通報が殺到した場合には、市

町村はその状況を直ちに消防庁及び都道府県に対し報告をするものとする。 

 

第２ 即報基準 

火災・災害等即報を報告すべき火災・災害等は次のとおりとする。 

１ 火災等即報 

(1) 一般基準 

火災等即報については、次のような人的被害を生じた火災及び事故（該当するおそれが

ある場合を含む。）等について報告をすること。 

ア 死者が３人以上生じたもの 

イ 死者及び負傷者の合計が１０人以上生じたもの 

ウ 自衛隊に災害派遣を要請したもの 

(2) 個別基準 

次の火災及び事故については、上記(1)の一般基準に該当しないものにあっても、それ

ぞれ各項に定める個別基準に該当するもの（該当するおそれがある場合を含む。）につい

て報告をすること。 

ア 火災 

(ア) 建物火災 

a 特定防火対象物で死者の発生した火災 

b 高層建築物の１１階以上の階、地下街又は準地下街において発生した火災で利用者 

等が避難したもの 

c 大使館・領事館及び国指定重要文化財の火災 

d 特定違反対象物の火災 

e 建物焼損延べ面積３，０００平方メートル以上と推定される火災 

f 他の建築物への延焼が１０棟以上又は気象状況等から勘案して概ね１０棟以上に 

なる見込みの火災 

g 損害額１億円以上と推定される火災 

(イ) 林野火災 

a 焼損面積１０ヘクタール以上と推定されるもの 

b 空中消火を要請又は実施したもの 
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c 住宅等へ延焼するおそれがあるもの 

(ウ) 交通機関の火災 

a 航空機火災 

b タンカー火災 

c 船舶火災であって社会的影響度が高いもの 

d トンネル内車両火災 

e 列車火災 

(エ) その他 

以上に掲げるもののほか、特殊な原因による火災、特殊な態様の火災等 

（例示） 

・ 消火活動を著しく妨げる毒性ガスの放出を伴う火災 

イ 石油コンビナート等特別防災区域内の事故 

(ア) 危険物施設、高圧ガス施設等の火災又は爆発事故 

（例示） 

・ 危険物、高圧ガス、可燃性ガス、毒物、劇物等を貯蔵し、又は取り扱う 

施設の火災又は爆発事故 

(イ) 危険物、高圧ガス、毒性ガス等の漏えいで応急措置を必要とするもの 

(ウ) 特定事業所内の火災（（ア)以外のもの。） 

ウ 危険物等に係る事故 

危険物、高圧ガス、可燃性ガス、毒物、劇物、火薬等（以下「危険物等」という。）

を貯蔵し、又は取り扱う施設及び危険物等の運搬に係る事故で、次に掲げるもの 

（イの石油コンビナート等特別防災区域内の事故を除く。） 

(ア) 死者（交通事故によるものを除く。）又は行方不明者が発生したもの 

(イ) 負傷者が５名以上発生したもの 

(ウ) 周辺地域の住民等が避難行動を起こしたもの又は爆発により周辺の建物等に 

被害を及ぼしたもの 

(エ) ５００キロリットル以上のタンクの火災、爆発又は漏えい事故 

(オ) 海上、河川への危険物等流出事故 

(カ) 高速道路上等におけるタンクローリーの事故に伴う火災・危険物等の漏えい事故 

エ 原子力災害等 

(ア) 原子力施設において、爆発又は火災の発生したもの及び放射性物質又は放射線の漏

えいがあったもの 

(イ) 放射性物質を輸送する車両において、火災の発生したもの及び核燃料物質等の運搬

中に事故が発生した旨、原子力事業者等から消防機関に通報があったもの 
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(ウ) 原子力災害対策特別措置法（平成11年法律第156号）第１０条の規定により、原子力

事業者から基準以上の放射線が検出される等の事象の通報が市町村長にあったもの 

(エ) 放射性同位元素等取扱事業所に係る火災であって、放射性同位元素又は放射線の漏

えいがあったもの 

オ その他特定の事故 

可燃性ガス等の爆発、漏えい及び異臭等の事故であって、社会的に影響度が高いと認 

められるもの 

カ 消防職員及び消防団員の消火活動等に伴う重大事故 

(3) 社会的影響基準 

(1) 一般基準、(2) 個別基準に該当しない火災・事故であっても、報道機関に大きく取

り上げられる等社会的影響度が高いと認められる場合には報告をすること。 

 

２ 救急・救助事故即報 

救急・救助事故については、次に該当する事故（該当するおそれがある場合を含む。）に

ついて報告をすること。 

(1) 死者５人以上の救急事故 

(2) 死者及び負傷者の合計が１５人以上の救急事故 

(3) 要救助者が５人以上の救助事故 

(4) 覚知から救助完了までの所要時間が５時間以上の救助事故 

(5) 消防防災ヘリコプター、消防用自動車等に係る重大事故 

(6) 消防職員及び消防団員の救急・救助活動に伴う重大事故 

(7) 自衛隊に災害派遣を要請したもの 

(8) 上記(1)から(7)に該当しない救急・救助事故であっても、報道機関に大きく取り上げら

れる等社会的影響度が高い救急・救助事故（社会的影響度が高いことが判明した時点での

報告を含む。） 

（例示） 

・ 列車、航空機、船舶に係る救急・救助事故 

・ バスの転落による救急・救助事故 

・ ハイジャックによる救急・救助事故 

・ 不特定又は多数の者が利用する建築物及び遊戯施設における設備等において発生し

た救急・救助事故 

・ 全国的に流通している食品の摂取又は製品の利用による事故で、他の地域において

同様の事案が発生する可能性があり、消費者安全の観点から把握されるべき救急・救

助事故 

 

３ 武力攻撃災害等即報 
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武力攻撃災害等については、次の災害による火災・災害等（該当するおそれがある場合を

含む。）について報告をすること。 

(1) 武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律（平成16 年法律第112 

号。以下「国民保護法」という。）第２条第４項に規定する災害、すなわち、武力攻撃

により直接又は間接に生ずる人の死亡又は負傷、火事、爆発、放射性物質の放出その他

の人的又は物的災害 

(2) 国民保護法第１７２条第１項に規定する緊急対処事態における災害、すなわち、武力

攻撃に準ずる攻撃により直接又は間接に生ずる人の死亡又は負傷、火事、爆発、放射性

物質の放出その他の人的又は物的災害 

 

４ 災害即報 

災害即報については、次の基準に該当する災害（該当するおそれがある場合を含む。）に

ついて報告をすること。 

(1) 一般基準 

ア 災害救助法の適用基準に合致するもの 

イ 都道府県又は市町村が災害対策本部を設置したもの 

ウ 災害が２都道府県以上にまたがるもので一の都道府県における被害は軽微であっても、

全国的に見た場合に同一災害で大きな被害を生じているもの 

エ 気象業務法第１３条の２に規定する大雨、津波、火山噴火等に係る特別警報が発表さ

れたもの 

オ 自衛隊に災害派遣を要請したもの 

(2) 個別基準 

次の災害については(1)の一般基準に該当しないものにあっても、それぞれ各項に定め

る個別基準に該当するもの（該当するおそれがある場合を含む。）について報告をする

こと。 

ア 地震 

(ア) 当該都道府県又は市町村の区域内で震度５弱以上を記録したもの 

(イ) 人的被害又は住家被害を生じたもの 

イ 津波 

(ア) 津波警報又は津波注意報が発表されたもの 

(イ) 人的被害又は住家被害を生じたもの 

ウ 風水害 

(ア) 崖崩れ、地すべり、土石流等により、人的被害又は住家被害を生じたもの 

(イ) 洪水、浸水、河川の溢水、堤防の決壊又は高潮等により、人的被害又は住家被害

を生じたもの 

(ウ) 強風、竜巻などの突風等により、人的被害又は住家被害を生じたもの 
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エ 雪害 

(ア) 積雪、雪崩等により、人的被害又は住家被害を生じたもの 

(イ) 積雪、道路の凍結、雪崩等により、孤立集落を生じたもの 

オ 火山災害 

(ア) 噴火警報（火口周辺）が発表されたもの 

(イ) 火山の噴火により、人的被害又は住家被害を生じたもの 

(3) 社会的影響基準 

(1) 一般基準、(2) 個別基準に該当しない災害であっても、報道機関に大きく取り上

げられる等社会的影響度が高いと認められる場合には報告をすること。 

 

第３ 直接即報基準 

市町村は、特に迅速に消防庁に報告すべき次の基準に該当する火災・災害等（該当するお

それがある場合を含む。）については、直接消防庁に報告をするものとする。 

 

１ 火災等即報 

(1) 交通機関の火災 

第２の１の(2）のアの(ウ）に同じ。 

(2) 石油コンビナート等特別防災区域内の事故 

第２の１の(2)のイの(ア)、(イ)に同じ。 

(3) 危険物等に係る事故（(2)の石油コンビナート等特別防災区域内の事故を除く。） 

ア 第２の１の（2）のウの(ア)、(イ)に同じ。 

イ 危険物等を貯蔵し、又は取り扱う施設の火災・爆発事故で、当該工場等の施設内又は

周辺で、５００平方メートル程度以上の区域に影響を与えたもの 

ウ 危険物等を貯蔵し、又は取り扱う施設からの危険物等の漏えい事故で、次に該当する

もの 

(ア) 海上、河川へ危険物等が流出し、防除・回収等の活動を要するもの 

(イ) ５００キロリットル以上のタンクからの危険物等の漏えい等 

エ 市街地又は高速道路上等におけるタンクローリーの事故に伴う漏えいで、付近住民の

避難、道路の全面通行禁止等の措置を要するもの 

オ 市街地又は高速道路上において発生したタンクローリーの火災 

(4) 原子力災害等 

第２の１の(2)のエに同じ。 

(5) ホテル、病院、映画館、百貨店において発生した火災 

(6) 爆発、異臭等の事故であって、報道機関に大きく取り上げられる等社会的影響度が高い

もの（武力攻撃事態等又は緊急対処事態への発展の可能性があるものを含む。） 
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２ 救急・救助事故即報 

死者及び負傷者の合計が１５人以上発生した救急・救助事故で次に掲げるもの 

(1) 列車、航空機、船舶の衝突、転覆等による救急・救助事故 

(2) バスの転落等による救急・救助事故 

(3) ハイジャックによる救急・救助事故 

(4) 映画館、百貨店、駅構内等不特定多数の者が集まる場所における救急・救助事故 

(5) その他報道機関に大きく取り上げられる等社会的影響度が高いもの 

 

３ 武力攻撃災害等即報 

第２の３の(1)、(2)に同じ。 

 

４ 災害即報 

(1) 地震が発生し、当該市町村の区域内で震度５強以上を記録したもの（被害の有無を問わ

ない。） 

(2) 第２の４の(2)のイ、ウ及びオのうち、死者又は行方不明者が生じたもの 

 

第４ 記入要領 

第１号、第２号、第３号及び第４号様式の記入要領は、次に定めるもののほか、それぞれ

の報告要領（「火災報告取扱要領」、「災害報告取扱要領」、「救急事故等報告要領」）の

定めるところによる。 

 

＜火災等即報＞ 

１ 第１号様式（火災） 

(1) 火災種別 

「火災種別」の欄中、該当するものの記号を○で囲むこと。 

(2) 消防活動状況 

当該火災の発生した地域の消防機関の活動状況のほか、他の消防機関への応援要請及び

消防機関による応援活動の状況についても記入すること。 

(3) 救急・救助活動状況 

報告時現在の救助活動の状況、救助人員の有無、傷病者の搬送状況等について記入する

こと（消防機関等による応援活動の状況を含む。）。 

(4) 災害対策本部等の設置状況 

当該火災に対して、都道府県又は市町村が災害対策本部、現地災害対策本部、事故対策

本部等を設置した場合には、その設置及び廃止の日時を記入すること。 

(5) その他参考事項 
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次の火災の場合には、「その他参考事項」欄に、各項に掲げる事項を併せ記入すること。 

ア 死者３人以上生じた火災 

(ア) 死者を生じた建物等（建物、車両、船舶等をいう。アにおいて同じ。）の概要 

a 建物等の用途、構造及び周囲の状況 

b 建物等の消火設備、警報設備、避難設備、防火管理者の有無及びその管理状況並びに予 

防査察の経過 

(イ) 火災の状況 

a 発見及び通報の状況 

b 避難の状況 

イ 建物火災で個別基準のe、f 又はg のいずれかに該当する火災  

(ア) 発見及び通報の状況 

(イ) 延焼拡大の理由 

a 消防事情 

b 都市構成 

c 気象条件 

d その他 

(ウ) 焼損地域名及び主な焼損建物の名称 

(エ) り災者の避難保護の状況 

(オ) 都道府県及び市町村の応急対策の状況（他の地方公共団体の応援活動を含む。） 

ウ 林野火災 

(ア) 火災概況（火勢、延焼の状況、住家への影響、避難の状況等） 

※ 必要に応じて図面を添付する。 

(イ) 林野の植生 

(ウ) 自衛隊の派遣要請、出動状況 

(エ) 空中消火の実施状況（出動要請日時、消火活動日時、機種（所属）、機数等） 

エ 交通機関の火災 

(ア) 車両、船舶、航空機等の概要 

(イ) 焼損状況、焼損程度 
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２ 第２号様式（特定の事故） 

(1) 事故名（表頭）及び事故種別 

特定の事故のうち、「事故名」及び「事故種別」の欄中、該当するものの記号を○で囲

むこと。 

(2) 事業所名 

「事業所名」は、「○○（株）○○工場」のように、事業所の名称のすべてを記入する

こと。 

(3) 特別防災区域 

発災事業所が、石油コンビナート等災害防止法（昭和50 年法律第84 号。以下この項に

おいて「法」という。）第２条第２号に規定する特別防災区域内に存する場合のみ、当該

地区名を記入すること。また、法第２条第４号に規定する第一種事業所にあっては、「レ

イアウト第一種」、「第一種」のいずれかを、同条第５号に規定する第二種事業所は「第

二種」を、その他の事業所は「その他」を○で囲むこと。 

(4) 覚知日時及び発見日時 

「覚知日時」は、消防機関が当該事故を覚知した日時を、「発見日時」は事業者が当該事

故を発見した日時を記入すること。 

(5) 物質の区分及び物質名 

事故の発端となった物質で、欄中、該当するものの記号を○で囲み、物質の化学名を記

入すること。なお、当該物質が消防法（昭和23 年法律第186 号）で定める危険物である場

合には、危険物の類別及び品名について記入すること。 

(6) 施設の区分 

欄中、該当するものの記号を○で囲むこと。 

(7) 施設の概要 

「○○と××を原料とし、触媒を用いて＊＊製品を作る△△製造装置」のように記入す

ること。なお、当該施設が危険物施設である場合には、危険物施設の区分（製造所等の別）

についても記入すること。 

(8) 事故の概要 

事故発生に至る経緯、態様、被害の状況等を記入すること。 

(9) 消防防災活動状況及び救急救助活動状況 

防災本部、消防機関及び自衛防災組織等の活動状況並びに都道府県又は市町村の応急対

策の状況を記入すること。また、他の消防機関等への応援要請及び消防機関等による応援

活動の状況についても記入すること。 

(10) 災害対策本部等の設置状況 

当該事故に対して、都道府県又は市町村が災害対策本部、現地災害対策本部、事故対策

本部等を設置した場合には、その設置及び廃止の日時について記入すること。 

(11) その他参考事項 
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以上のほか、特記すべき事項があれば、記入すること。 

（例） 

・ 自衛隊の派遣要請、出動状況 

(12) 原子力災害等の場合 

ア 原子力災害等が発生するおそれがある場合には、「発生」を「発生のおそれ」に読み替

えること。 

イ 原子力災害等による死傷者については、「負傷者」を「負傷者」、「被ばく者」、「汚

染者」に区分して記入すること。 

ウ その他参考事項として、付近住民の避難、屋内避難及び安定ヨウ素剤服用の状況を記入

するとともに、地域防災計画に「原子力発電所異常事態通報様式」等が定められている場

合には、当該通報の内容を併せて報告すること。 
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＜救急・救助事故・武力攻撃災害等即報＞ 

３ 第３号様式（救急・救助事故・武力攻撃災害等） 

(1) 事故災害種別 

「事故災害種別」の欄中、該当するものの記号を○で囲むこと。 

(2) 事故等の概要 

「事故等の概要」は、発生した事故等の種別、概略、経過等を記入すること。 

(3) 死傷者等 

ア 「死傷者等」には、急病人等を含む。 

イ 「不明」とは、行方不明等所在が判明しないものをいう。 

(4) 救助活動の要否 

救助活動を要する又は要した事故であるか否かを記入すること。 

(5) 要救護者数（見込） 

救助する必要がある者（行方不明者あるいは救助の要否が不明の者を含む。）で、未だ

救助されていない者の数を記入すること。 

また、「救助人員」は、報告時点で救助が完了した者の数を記入すること。 

(6) 消防・救急・救助活動状況 

出動した消防隊、救急隊、救助隊等（応援出動したものを含む。）について、所属消防

本部名、隊の数、人員、出動車両数等を記入するとともに、傷病者の搬送状況等活動の状

況について記入すること。 

(7) 災害対策本部等の設置状況 

当該事故に対して、都道府県又は市町村が災害対策本部、現地災害対策本部、事故対策

本部等を設置した場合には、その設置及び廃止の日時について記入すること。 

(8) その他参考事項 

以上のほか、応急措置等について、特記すべき事項があれば記入すること。 

（例） 

・ 都道府県、市町村、その他関係機関の活動状況 

・ 避難指示（緊急）・避難勧告の発令状況 

・ 避難所の設置状況 

・ 自衛隊の派遣要請、出動状況 

・ ＮＢＣ検知結果（剤の種類、濃度等） 

・ 被害の要因（人為的なもの） 

不審物（爆発物）の有無 

立てこもりの状況（爆弾、銃器、人物等） 
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＜災害即報＞ 

４ 第４号様式 

(1) 第４号様式（その１）（災害概況即報） 

災害の具体的な状況、個別の災害現場の概況等を報告する場合や災害の当初の段階で被

害状況が十分把握できていない場合（例えば、地震時の第１報で、死傷者の有無、火災、

津波の発生の有無等を報告する場合）には、本様式を用いること。 

ア 災害の概況 

(ア) 発生場所、発生日時 

当該災害が発生した具体的地名（地域名）及び日時を記入すること。 

(イ) 災害種別概況 

a 風水害については、降雨の状況及び河川のはん濫、溢水、崖崩れ、地すべり、土石

流等の概況 

b 地震については、地震に起因して生ずる火災、津波、液状化、崖崩れ等の概況 

c 雪害については、降雪の状況並びに雪崩、溢水等の概況 

d 火山噴火については、噴火の状況及び溶岩流、泥流、火山弾、火山灰等の概況 

e その他これらに類する災害の概況 

イ 被害の状況 

当該災害により生じた被害の状況について、判明している人的被害及び住家の被害に

重点を置いて記入すること。 

１１９番通報の件数を記入する欄については、第３ 直接即報基準に該当する災害にお

いて、市町村から消防庁に直接報告をする際に記入すること。 

なお、１１９番通報件数については、災害対応の初動段階において、災害の規模を推

察する上で重要な情報となるため、集計が困難な場合は、入電の多寡について可能な限

り報告をすること。 

ウ 応急対策の状況 

(ア) 当該災害に対して、災害対策本部、現地災害対策本部、事故対策本部等（以下「災

害対策本部等」という。）を設置した場合にはその設置及び廃止の日時を記入するこ

と。 

なお、複数の市町村で災害対策本部等を設置するなど、当該欄に記入できない場合

には、任意の様式を用いて報告をすること。 

また、庁舎被害等の発生に起因して、予定された場所以外に災害対策本部等が設置

されるなど特記すべき事象がある場合は、その旨を併せて記入すること。 

(イ) 消防機関等の活動状況については、地元消防本部、消防団、消防防災ヘリコプター、

消防組織法第39 条に基づく応援消防本部等について、その出動規模、活動状況等をわ

かる範囲で記入すること。 
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(ウ) 自衛隊の災害派遣要請を行った場合には、その日時及び内容を記入すること。 

(エ) その他都道府県又は市町村が講じた応急対策については、避難所の設置状況、他の

地方公共団体への応援要請等について記入すること。 

また、大雨、津波、火山噴火等に係る特別警報が発表された場合などにおいては、

警報の伝達、避難勧告等の発令状況等の警戒・避難対策について記入すること。なお、

避難勧告等の発令状況については、第４号様式（その１）別紙を用いて報告すること。 
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   (2) 第４号様式（その２）（被害状況即報） 

管内の被害状況や避難に関する状況等を把握できる段階に至った場合、本様式を用いる

こと。 

ア 各被害欄 

原則として、報告の時点で判明している最新の数値を記入する。ただし、被害額につ

いては、省略することができる。 

なお、「水道」、「電話」、「電気」及び「ガス」については、それぞれ報告時点に

おける断水戸数、通話不能回線数、停電戸数及び供給停止戸数を記入すること。 

イ 災害対策本部等の設置状況 

当該災害に対して、都道府県又は市町村が災害対策本部、現地災害対策本部、事故対

策本部等を設置した場合には、その設置及び廃止の日時について記入すること。 

ウ 災害救助法適用市町村名 

市町村毎に、適用日時を記入すること。 

エ 災害の概況 

災害の概況欄には次の事項を記入すること。 

(ア) 災害の発生場所 

被害を生じた市町村名又は地域名 

(イ) 災害の発生日時 

被害を生じた日時又は期間 

(ウ) 災害の種類、概況 

台風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波等の種別、災害の経過、今後の見通し等 

オ 応急対策の状況 

消防機関等の活動状況について記入するとともに、自衛隊の災害派遣要請を行った場

合にはその日時及び内容を記入すること。 

また、その他の欄については、避難所の設置状況、災害ボランティアの活動状況等を

記入すること。 
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大和市国民保護協議会条例 
 
 
 
 

平成17年12月27日 

 条例第40号 
  
 

（趣旨） 

第１条  この条例は、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律（平成１ 

６年法律第１１２号）第４０条第８項の規定に基づき、大和市国民保護協議会（以下「協議会」

という｡）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（委員及び専門委員） 

第２条  協議会の委員の定数は、３０人以内とする。 

２ 専門委員は、当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解任されるものとする。 

（会長の職務代理） 

第３条  会長に事故があるときは、あらかじめ会長の指名する委員がその職務を代理する。 

（会議） 

第４条  協議会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 協議会は、在任委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３  協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

（部会） 

第５条  協議会に、部会を置くことができる。 

２ 部会に属すべき委員及び専門委員は、会長が指名する。 

３  部会に部会長を置き、会長の指名する委員がこれに当たる。 

４  部会長に事故があるときは、部会に属する委員のうちから部会長があらかじめ指名する者 

がその職務を代理する。 

（委任） 

第６条  前各条に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮っ 

て定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（大和市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

２ 大和市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３６年大和市条例第９号） 

の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 
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      大和市国民保護対策本部及び大和市緊急対処事態対策本部条例 

 

平成 17年 12月27日 

条例第 41号 

 
 
（趣旨） 

第１条  この条例は、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律（平

成１６年法律第１１２号。以下「法」という｡）第３１条及び法第１８３条において準用す

る法第３１条の規定に基づき、大和市国民保護対策本部（以下「保護対策本部」という｡）

及び大和市緊急対処事態対策本部に関し必要な事項を定めるものとする。 

（組織） 

第２条  大和市国民保護対策本部長（以下「本部長」という。）は、保護対策本部の事務を総

括する。 

２   大和市国民保護対策本部副本部長（以下「副本部長」という。）は、本部長を助け、保護

対策本部の事務を整理する。 

３   大和市国民保護対策本部員（以下「本部員」という｡）は、本部長の命を受け、保護対

策本部の事務に従事する。 

４  保護対策本部に本部長、副本部長及び本部員のほか、必要な職員を置くことができる。 

５  前項の職員は、市の職員のうちから、市長が任命する。 

（会議） 

第３条  本部長は、保護対策本部における情報交換及び連絡調整を円滑に行うため、必要に 

 応じ、保護対策本部の会議（以下、この条において「会議」という｡）を招集する。 

２   本部長は、法第２８条第６項の規定に基づき、国の職員その他本市職員以外の者を会議に

出席させたときは、当該出席者に対し、意見を求めることができる。 

（部） 

第４条  本部長は、必要と認めるときは、保護対策本部に部を置くことができる。 

２  部に属すべき本部員は、本部長が指名する。 

３  部に部長を置き、本部長の指名する本部員がこれに当たる。 

４  部長は、部の事務を掌理する。 

(現地対策本部) 

第５条  現地対策本部に現地対策本部長、現地対策副本部長、現地対策本部員その他の職員

を置き、副本部長、本部員その他の職員のうちから本部長が指名する者をもって充てる。 

(委任)  

第６条 前各条に定めるもののほか､保護対策本部の運営に関し必要な事項は､本部長が定め

る。 

(準用) 

第７条  第２条から前条までの規定は、大和市緊急対処事態対策本部について準用する。 

 

附 則  

この条例は、公布の日から施行する。 
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大和市災害派遣手当及び大和市武力攻撃災害等派遣手当の支給に関する条例 

 

平成17年12月27日 

                                条例第43号 
 
 
 
 

（趣旨） 

第１条  この条例は、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第２４条第６項の規定に基

づき、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号。以下「法」という｡）第３２条第１項の

規定による本市に派遣された職員（以下「派遣職員」という｡）に支給する災害派遣手当及び

武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律（平成１６年法律第１１２号） 

第１５４条において準用する法第３２条第１項の規定による派遣職員に支給する武力攻撃災 

害等派遣手当（以下これらを「手当」という｡）の支給に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

 

（手当額等） 

第２条  手当は、派遣職員が住所又は居所を離れて本市内に滞在することを要する場合に限り、 

滞在した期間及び利用施設の区分に応じ、別表に定める額を支給する。 

２ 前項に規定する滞在した期間は、派遣職員が本市内に到着した日から同地を出発した日の 

前日までの間とする。 

 

 

（支給方法） 

第３条  手当の支給方法は、市長が別に定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成26年３月28日条例第２号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成28年３月23日条例第１号） 

この条例は、平成28年４月１日から施行する。 
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 別表（第２条関係） 

利用施設の区分 
 

 
滞在した期間 

 

公用の施設又はこれに準ず

る 施設 

 

その他の施設 

３０日以内の期間 １日に付き  ３，９７０円 １日に付き  ６，６２０円 

３０日を超え６０日以内の 

期間 

 

同  ３，９７０円 
 

同  ５，８７０円 

６０日を超える期間 同  ３，９７０円 同  ５，１４０円 

 

 

備考 公用の施設又はこれに準ずる施設とは、旅館業法（昭和２３年法律第１３８号）第２条に

規定するホテル営業又は旅館営業の施設以外の施設をいう。 
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大和市国民保護協議会運営要領 
 
 

（趣旨） 

第１条  この要領は、大和市国民保護協議会条例（平成17年大和市条例第40号）第６条の規定に

基づき、大和市国民保護協議会（以下「協議会」という。）の運営に関し必要な事項を定める

ものとする。 
 

（会議の招集） 

第２条 協議会を招集するときは、会議の日時、会場及び議題をあらかじめ委員に通知しなけれ

ばならない。 
 

（委員の代理出席等） 

第３条 やむを得ない理由により協議会を欠席する委員は、代理人を出席させることができる。 

２ 前項の場合は、事前に会長に届け出なければならない。 

３  代理人は、委員と同一の機関に属する者で委員が指名する者とする。 

４  代理人は、委員と同様に協議会において発言し、議決に参加することができる。 

５  代理人を出席させることができない委員は、会長を通じて、当該協議会に付議される事項に

ついて、書面により意見を提出することができる。 
 

（異動等の報告） 

第４条  委員に異動等があったときは、その後任者は、直ちに、その役職名、氏名及び異動年

月日を、会長に報告しなければならない。 
 

（事務局） 

第５条  協議会の事務を処理するため、事務局を大和市国民保護主管課に置く。 
 

（記録） 

第６条  事務局長は、次の各号に定める事項を記載した記録を作成し、保管する。 

２ 会議録には、次の各号に掲げる事項を記載する。 

（１）会議の開催日時と会場 

（２）出席者の職名及び氏名 

（３）会議に付した案件及び議事の経過 

（４）議決事項 

（５）その他参考事項 

３ 議事録は、会長の確認により確定するものとする。 

４ 会議録の保存年限は、５年とする。 
 

（雑則） 

第７条  この要領に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮 

って別に定めるものとする。 
 

附則 

  この要領は、平成１８年２月２０日から施行する。 

附則 

  この要領は、平成２１年４月１日から施行する。 
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大和市国民保護協議会傍聴要領 

 

 

（趣旨） 

第１条  この要領は、大和市国民保護協議会の会議の傍聴に関し、必要な事項を定めるものと 

する。 

 

 

（傍聴席の区分） 

第２条  傍聴席は、一般席及び報道関係者席に分ける。 

 

 

（傍聴人の決定等） 

第３条  一般席の定数は、会議の都度、会長が会議室の収用人員等を考慮して定める。 

２ 大和市国民保護協議会（以下「協議会」という。）の事務局は、傍聴希望者を、会議の開催

当日に、所定の場所、時間に集合させるものとする。 

３ 前項の規定により集合した傍聴希望者数が、定員に満たない場合は傍聴希望者全員を傍聴 

人とし、定員を超える場合は抽選により傍聴人を決定する。 

 

 

（傍聴席に入場することができない者） 

第４条  次の者は、傍聴席に入場することができない。 

（１）決定した傍聴人以外の者 

（２）審議を妨害し、又は他人に迷惑を及ぼすおそれがあると明らかに認められる者 

 

 

（傍聴人の守るべき事項） 

第５条  傍聴人は、会場の秩序を乱し、又は審議の妨害となるような行為をしてはならない。 

 

 

（写真、映画、テレビ等の撮影及び録音等の禁止） 

第６条  傍聴人は、会場において、写真、映画、テレビ等の撮影をし、又は録音等をしてはな

らない。ただし、事前に会長の許可を得た場合は、この限りでない。 

 

 

（秩序の維持） 

第７条  会長は、会議の円滑な運営を図るため、傍聴人に必要な指示をし、又は事務局の職員

に指示させることができる。 

２ 会長は、前項の指示をし、又は事務局の職員に指示させたにもかかわらず、傍聴人が指示に

従わないときは、傍聴人を退場させることができる。 

 

 

（雑則） 

第８条  この要領に定めのない事項は、会長が協議会に諮って定める。 

 

附  則  

この要領は、平成１８年２月２０日から施行する。 
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大和市の特殊標章及び身分証明書に関する交付要領 

 

 

 

 

目次 

第１章 総則 

第２章 特殊標章の交付等  

第３章 身分証明書の交付等 

第４章 保管及び返納 

第５章 濫用の禁止等 

第６章 雑則 

 

第１章 総則 

 

 (目的) 

第１条 この要領は、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律(平成16年

法律第112号。以下「国民保護法」という。)及び「赤十字標章等及び特殊標章等に係る事務の

運用に関するガイドライン」(平成17年8月2日閣副安危第321号内閣官房副長官補(安全保障・

危機管理担当)付内閣参事官(事態法制企画担当)通知)に基づき、大和市の武力攻撃事態等にお

ける特殊標章等(国民保護法第158条第1項の特殊標章及び身分証明書をいう。以下同 じ。)の

交付に関する基準、手続等必要な事項を定めることを目的とする。 

 

(定義及び様式) 

第２条 この要領において「特殊標章」とは、別紙で定めるところにより、腕章、帽章、旗及

び車両章とする。 

２ この要領において「身分証明書」の様式は、別図のとおりとする。 

 

(交付の対象者) 

第３条 市長は、武力攻撃事態等において、国民保護法第16条の規定に基づき、市長が実施する

国民の保護のための措置(以下「国民保護措置」という。)に係る職務等を行う者として、次に

定める区分の者に対し、特殊標章等の交付を行うものとする。 

（１）市の職員(消防長の所轄の消防職員を除く。)で国民保護措置に係る職務を行うもの 

（２）消防団長及び消防団員  

（３）市長の委託により国民保護措置に係る業務を行う者 

（４）市長が実施する国民保護措置の実施に必要な援助について協力をする者 

 

(交付の手続) 

第４条 市長は、前条第1号及び第2号に掲げる者に対し、特殊標章等の交付をした者に関する台

帳(別記様式1)に登録し、特殊標章等を作成して交付する。 

２ 市長は、前条第3号及び第4号に掲げる者に対し、原則として当該対象者からの特殊標章等に

係る交付申請書(別記様式2)による申請に基づき、その内容を適正と認めるときは、特殊標章

等の交付をした者に関する台帳(別記様式1)に登録し、特殊標章等を作成して交付する。 
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第２章 特殊標章の交付等 

 

(腕章及び帽章の交付) 

第５条 市長は、第3条第1号又は第2号に掲げる者のうち武力攻撃事態等において行うこととさ 

れる国民保護措置に係る職務の内容等を勘案し、市長が必要と認めるものに対し、平時におい

て、第2条第1項で規定する腕章及び帽章(以下「腕章等」という。)を交付するものとする。 

２ 市長は、第3条第1号及び第2号に掲げる者(前項において掲げる者を除く。)並びに第3号及び

第4号に掲げる者に対し、武力攻撃事態等において、腕章等を交付するものとする。 

 

(旗及び車両章の交付) 

第６条 市長は、前条の規定に基づき、腕章等を交付する場合において、必要に応じ、国民保護

措置に係る職務、業務又は協力のために使用される場所若しくは車両、船舶、航空機等(以下

「場所等」という。)を識別させるため、場所等ごとに第2条第1項で規定する旗又は車両章 (以

下「旗等」という。)をあわせて、交付するものとする。 

 

(訓練における使用) 

第７条 市長は、平時において、国民保護措置についての訓練を実施する場合に、第3条各号に

掲げる者に対し、腕章等を貸与することができるものとする。 

２ 市長は、前項の規定に基づき、腕章等を貸与する場合、必要に応じ、場所等ごとに旗等をあ

わせて貸与することができるものとする。 

 

(特殊標章の特例交付) 

第８条 市長は、人命救助等のために特に緊急を要し、対象者からの申請を待ついとまがないと

認めるときは、当該申請を待たずに特殊標章のみを交付することができるものとする。 

２ 前項の場合において、市長が必要と認めるときに、特殊標章を交付した者に対して、返納を

求めるものとする。 

 

(特殊標章の再交付) 

第９条 市長から特殊標章の交付を受けた者は、特殊標章を紛失したとき、又は使用に堪えない

程度に汚損若しくは破損した場合には、特殊標章再交付申請書(別記様式3)により、速やか 

に市長に申請し、特殊標章の再交付を受けるものとする。 

２ 前項の規定により、再交付を受ける場合(紛失した場合を除く。)は、汚損又は破損した特殊

標章を返納しなければならない。 

 

第３章 身分証明書の交付等 

 

(身分証明書の交付) 

第10条 市長は、第5条第1項の規定により、腕章等を交付した者に対し、第2条第2項で規定する

身分証明書(以下「身分証明書」という。)を交付するものとする。 

２ 市長は、第5条第2項の規定により、腕章等を交付した者に対し、身分証明書を交付するもの

とする。 

 

(身分証明書の携帯) 

第11条 市長から身分証明書の交付を受けた者は、特殊標章を使用する必要があるときは、身分

証明書を携帯するものとする。 
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(身分証明書の再交付) 

第12条 市長から身分証明書の交付を受けた者は、身分証明書を紛失し、又は使用に堪えない程

度に汚損若しくは破損した場合には、身分証明書再交付申請書(別記様式4)により速やかに市

長に申請し、身分証明書の再交付を受けるものとする。また、身分証明書の記載事項に異動が

あった場合も同様とする。 

２ 前項の規定により、再交付を受ける場合(紛失した場合を除く。)は、交付を受けた身分証明

書を返納しなければならない。 

 

(有効期間及び更新) 

第13条 第10条第1項の規定により、市長が交付する身分証明書の有効期間は、交付された者が 

身分を失ったときまでとする。 

２ 第10条第2項の規定により、市長が武力攻撃事態等において交付する身分証明書の有効期間 

は、武力攻撃事態等の状況及び国民保護措置の内容に鑑み、市長が必要と認める期間とする。 

３ 身分証明書の更新手続は、第4条の規定に準じて行うものとする。 

 

第４章 保管及び返納 

 

(保管) 

第14条 市長は、申請書及び特殊標章等に番号を付し、厳重に保管するものとする。 

２ 特殊標章等の交付を受けた者は、国民保護措置に係る職務、業務又は協力を行っている場合

及び訓練又は啓発のために用いる場合を除き、特殊標章等を厳重に保管するものとする。 

 

(返納) 

第15条 市長から特殊標章等の交付を受けた者は、身分を失ったときその他の事由があったとき

は、特殊標章等を返納しなければならない。 

 

第５章 濫用の禁止等 

 

(濫用の禁止) 

第16条 特殊標章等の交付を受けた者は、特殊標章等を他人に譲り渡し、又は貸与してはならな

い。 

２ 特殊標章等の交付を受けた者は、国民保護措置に係る職務、業務又は協力を行っている場合

及び訓練又は啓発のために用いる場合を除き、特殊標章等を使用してはならない。 

３ 特殊標章等により識別させることができる場所等については、当該場所等が専ら国民保護 

措置に係る職務、業務又は協力のために使用されていなければならない。 

 

(周知) 

第17条 市長は、特殊標章等を交付する者に対し、当該交付する際その他必要な機会を捉え、特

殊標章等の意義、その使用及び管理等について説明を行い、あらかじめ周知を図るものとする。 

 

第６章 雑則 

 

(雑則) 

第18条 この要領に定めるもののほか、特殊標章等の様式等については、「赤十字標章等及び特

殊標章等に係る事務の運用に関するガイドライン」に定めるところによる。 
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（交付及び管理） 

第19条 大和市における特殊標章等の交付及び管理に関する事務は、国民保護主管課が行うもの

とする。 

 

 

附則 

  この要領は、平成１９年４月１日から施行する。 

附則 

  この要領は、平成２１年４月１日から施行する。 
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別紙（第２条関係） 
 

区 分 表 示  

制 式 
位 置 形 状 

腕 章 左腕に表示  

  

①オレ ンジ色地に青色の

正三角形とする。 

②三角形 の一の角が垂直

に 上を向いている。 

③三角形 のいずれの角も

オレンジ 色 地の縁に接し

てい ない。 

 

 

※一連の 登録番号を表面

右下すみに付ける。 

（例：大和市 １） 

帽 章 帽 子 （ ヘ ル メ ッ ト を 含む。）

の前部中央に表示 

旗 施設の平面に展張又は掲 

揚又は表示 

車両章 車両の両側面、後面及び 

上部に表示 
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 身長／Ｈｅｉｇｈｔ 

      
 眼の色／Ｅｙｅｓ 

      
 頭髪の色／Ｈａｉｒ 

      

 その他の特徴又は情報／Ｏｔｈｅｒ ｄｉ ｓｔ ｉｎｇｕｉｓｈｉｎｇ ｍａｒｋｓ ｏｆ ｉｎｆｏｍａｔ ｉｏｎ 

 

 

 血液型／Ｂｉ ｏｏｄ ｔｙｐｅ                                           

                 

                 

 

 

所有者の写真 

／ＰＨＯＴＯ ＯＦ ＨＯＬＤＥＲ 

印章／Ｓｔａｍｐ 所有者の署名／Ｓｉｇｎａｔｕｒｅ ｏｆ ｈｏｌ ｄｅｒ 

 

別図（第２条関係） 
 
 
 
 
 
        表面                     裏面 
 
 

 

大和市長 

 

 
 

身 分 証 明 書 

 IDENTITY CARD  

 

国民保護措置に係る職務等を行う者用 

 ｆｏｒ ｃｉｖ ｉｌ ｄｅｆｅｎｃｅ ｐｅｒｓｏｎｎｅｌ 
 

氏名／Ｎａｍｅ                                             

生年月日／Ｄａｔｅｏｆｂｉ ｒｔｈ                                           

この証明書の所持者は、次の資格において、1949年8月12日のジュネーヴ諸条約 

 の国際的な武力紛争の犠牲者の保護に関する追加議定書（議案書Ⅰ）によって保護 

される。 

 Ｔｈｅ ｈｏｌｄｅｒ  ｏｆ  ｔｈｉｓ ｃａｒｄ  ｉｓ  ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ ｂｙ Ｇｅｎｅｖａ Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎｓ ｏｆ 12 Ａｕｇｕｓｔ 

 1949 ａｎｄ ｂｙ ｔｈｅ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ａｄｄｉｔｉｏｎａｌ ｔｏ  ｔｈｅ Ｇｅｎｅｖａ Ｃｏｎｖｅｎｔ ｉｏｎｓ ｏｆ 12 Ａｕｇｕｓｔ 

1949.  ａｎｄ ｒｅｌａｔｉｎｇｔｏ ｔｈｅ  Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ  ｏｆ   Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ  Ａｒｍｅｄ  Ｃｏｎｆｌ ｉｃｔｓ  

   (ＰｒｏｔｏｃｏｌⅠ)ｉｎ ｈｉｓ ｃａｐａｃｉｔｙ ａｓ 

 
 
                                                        

                                                        

   交付等の年月日／Ｄａｔｅ ｏｆ ｉｓｓｕｅ        証明書番号／Ｎｏ．Ｏｆ ｃａｒｄ      

    

許可権者の署名／Ｓｉｇｎａｔｕｅ ｏｆ ｉｓｓｕｉｎｇ ａｕｔｈｏｒｉｔｙ 

 
 

有効期間の満了日／Ｄａｔｅ ｏｆ ｅｘｐｉｒｙ                                     

 
 
 
 

 

     日本工業規格Ａ７（横７４ミリメートル、縦１０５ミリメートル） 
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別記様式２（第４条関係） 
  
 

特 殊 標 章 等 に 係 る 交 付 申 請 書 
  
 

 年 月 日 
 

大 和 市 長 殿 
 

私は、国民保護法第 158 条の規定に基づき、特殊標章等の交付を以下のとおり申請します。 
 
 

氏名：(漢 字)    

(ローマ字)    

 

生年月日(西暦) 

      年   月   日 

 

申請者の連絡先 

 住  所：〒                        
 

                                
 

  電話番号：                          
 

  Ｅ-mail ：                          

 

識別のための情報(身分証明書の交付又は使用許可の場合のみ記載) 

 

身  長： cm  眼の色：         

頭髪の色：          血液型： （Ｒｈ 因子 ） 

 

標章を使用する衣服、場所、車両、船舶、航空機等の概要及び使用する標章の数等 

（標章又は特殊信号の交付又は使用許可の場合のみ記載） 

 

 

 

 

（許可権者使用欄） 

資格 ： 

証明書番号 ： 交付等の年月日： 

有効期間の満了日： 

返納日 ： 

 

写 真 
 

縦 4㎝×横 3㎝ 
（身分証明書の
交付又は使用許
可の場合のみ） 
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別記様式３（第１１条関係） 

 

特  殊  標  章  再  交  付  申  請  書 

 
 

年 月 日 

大和市長 殿 

 

申請者 

 

住所  （電話）    

氏名   印 

 

１ 紛失（破損等）した特殊標章の種別及び登録番号 

２ 紛失（破損等）年月日 

３ 紛失の状況（破損等の理由） 

４ その他必要な事項 

※受 付 欄 ※経 過 欄 

  

備 考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A4 とする。 

２ ※印の欄は、記入しないこと。 
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別記様式４（第１１条関係） 

 

身 分 証 明 書 再 交 付 申 請 書 

 

年 月 日 

大和市長 殿 

申請者 

住所  （電話）    

氏名   印 

 

１ 旧身分証明書番号 

２ 理 由 

３ その他必要な事項 

※受 付 欄 ※経 過 欄 

  

備 考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ ４  とする。 

２ 理由には、紛失、汚損、破損及び記載事項の変更等を記入する。 
３ 紛失の場合には、紛失の日時、場所及び紛失の状況を追記する。 

４ 記載事項の変更の場合は、旧記載事項を追記する。 

５ ※印の欄は、記入しないこと。 



55 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身長／Ｈｅｉｇｈｔ 

      
 眼の色／Ｅｙｅｓ 

      
 頭髪の色／Ｈａｉｒ 

      

 その他の特徴又は情報／Ｏｔｈｅｒ ｄｉ ｓｔ ｉｎｇｕｉｓｈｉｎｇ ｍａｒｋｓ ｏｆ ｉｎｆｏｍａｔ ｉｏｎ 

 

 

 血液型／Ｂｉ ｏｏｄ ｔｙｐｅ                                           

                 

                 

 

 

所有者の写真 

／ＰＨＯＴＯ ＯＦ ＨＯＬＤＥＲ 

印章／Ｓｔａｍｐ 所有者の署名／Ｓｉｇｎａｔｕｒｅ ｏｆ ｈｏｌ ｄｅｒ 

 

 
 
特殊標章及び身分証明書 

 
特 殊 標 章 

 
○ 特殊標章は、オレンジ色地に青色の正三角形と

し、原則として 次の条件を満たすもの。 
(ｱ) 青色の三角形を旗、腕章又は制服に付ける場合

には、その三角形の下地に部分は、オレンジ色
とすること。 

(ｲ) 三角形の一の角が垂直に上を向いていること。 
(ｳ) 三角形のいずれの角もオレンジ色地の縁に接

してい ないこと。 
○ 特殊標章の大きさは、状況に応じて適当な大き

さとす る。 
○ 特殊標章の色については、オレンジ色地の部分 

はオレンジ色（CMYK値：C-0, M-36, Y-100, K-0,    
  RGB値：#FFA500）を青色の正三角形の部分につい 

                      ては青色(CMYK値：C-100, M-100, Y-0,K-0,RGB  
値：#0000FF）を目安とする。ただし、他のオレ 
ンジ色及び青色を用いることを妨げない。 

 
  

 
 
身分証明書 
 

 表面                     裏面 
 
 

 

大和市長 

 

 
 

身 分 証 明 書 

 IDENTITY CARD  

 

国民保護措置に係る職務等を行う者用 

 ｆｏｒ ｃｉｖ ｉｌ ｄｅｆｅｎｃｅ ｐｅｒｓｏｎｎｅｌ 
 

氏名／Ｎａｍｅ                                             

生年月日／Ｄａｔｅｏｆｂｉ ｒｔｈ                                           

この証明書の所持者は、次の資格において、1949年8月12日のジュネーヴ諸条約 

 の国際的な武力紛争の犠牲者の保護に関する追加議定書（議案書Ⅰ）によって保護 

される。 

 Ｔｈｅ ｈｏｌｄｅｒ  ｏｆ  ｔｈｉｓ ｃａｒｄ  ｉｓ  ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ ｂｙ Ｇｅｎｅｖａ Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎｓ ｏｆ 12 Ａｕｇｕｓｔ 

 1949 ａｎｄ ｂｙ ｔｈｅ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ａｄｄｉｔｉｏｎａｌ ｔｏ  ｔｈｅ Ｇｅｎｅｖａ Ｃｏｎｖｅｎｔ ｉｏｎｓ ｏｆ 12 Ａｕｇｕｓｔ 

1949.  ａｎｄ ｒｅｌａｔｉｎｇｔｏ ｔｈｅ  Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ  ｏｆ   Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ  Ａｒｍｅｄ  Ｃｏｎｆｌ ｉｃｔｓ  

   (ＰｒｏｔｏｃｏｌⅠ)ｉｎ ｈｉｓ ｃａｐａｃｉｔｙ ａｓ 

 
 
                                                        

                                                        

   交付等の年月日／Ｄａｔｅ ｏｆ ｉｓｓｕｅ        証明書番号／Ｎｏ．Ｏｆ ｃａｒｄ      

            

 許可権者の署名／Ｓｉｇｎａｔｕｅ ｏｆ ｉｓｓｕｉｎｇ ａｕｔｈｏｒｉｔｙ 

 
 

有効期間の満了日／Ｄａｔｅ ｏｆ ｅｘｐｉｒｙ                                     

 
 
 
 
 

     【日本工業規格Ａ７（横７４ミリメートル、縦１０５ミリメートル）】 

[赤十字標章等及び特殊標章等に係る事務の運用に関するガイドライン 様式４] 
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大和市消防本部の特殊標章及び身分証明書に関する交付要領 
 
 
 
 

目次 

第１章 総則 

第２章 特殊標章の交付等  

第３章 身分証明書の交付等 

第４章 保管及び返納 

第５章 濫用の禁止等 

第６章 雑則 

 

第1章 総則 

 

 

(目的) 

第１条 この要領は、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律(平成16 年

法律第112号。以下「国民保護法」という。)及び「赤十字標章等及び特殊標章等に係る事 務

の運用に関するガイドライン」(平成17年8月2日閣副安危第321号内閣官房副長官補(安全保 

障・危機管理担当)付内閣参事官(事態法制企画担当)通知)に基づき、大和市消防本部の武力 攻

撃事態等における特殊標章等(国民保護法第158条第1項の特殊標章及び身分証明書をいう。 以

下同じ。)の交付に関する基準、手続等必要な事項を定めることを目的とする。 

 

 

(定義及び様式) 

第２条 この要領において「特殊標章」とは、別紙で定めるところにより、腕章、帽章、旗及び

車両章とする。 

２ この要領において「身分証明書」の様式は、別図のとおりとする。 

 

 

(交付の対象者) 

第３条 消防長は、武力攻撃事態等において国民保護法第16条の規定に基づき、消防長が実施す 

る国民の保護のための措置(以下「国民保護措置」という。)に係る職務等を行う者として、次

に定める区分の者に対し、特殊標章等の交付を行うものとする。 

（１）消防長の所轄の消防職員で国民保護措置に係る職務を行う者 

（２）消防長の委託により国民保護措置に係る業務を行う者 

（３）消防長が実施する国民保護措置の実施に必要な援助について協力をする者 

 

 

(交付の手続) 

第４条 消防長は、前条第1号に掲げる者に対し、特殊標章等の交付をした者に関する台帳(別記

様式1)に登録し、特殊標章等を作成して交付する。 

２ 消防長は、前条第2号及び第3号に掲げる者に対し、原則として当該対象者からの特殊標章等

に係る交付申請書(別記様式2)による申請に基づき、その内容を適正と認めるときは、特殊標

章等の交付をした者に関する台帳(別記様式1)に登録し、特殊標章等を作成して交付する。 
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第２章 特殊標章の交付等 

 

(腕章及び帽章の交付) 

第５条 消防長は、第3条第1号に掲げる者に対し、平時において、第2条第1項で規定する腕章及

び帽章(以下「腕章等」という。)を交付するものとする。 

２ 消防長は、第3条第2号及び第3号に掲げる者に対し、武力攻撃事態等において、腕章等を交

付するものとする。 

 

(旗及び車両章の交付) 

第６条 消防長は、前条の規定に基づき、腕章等を交付する場合において、必要に応じ、国民保

護措置に係る職務、業務又は協力のために使用される場所若しくは車両、船舶、航空機等(以

下「場所等」という。)を識別させるため、場所等ごとに第2条第1項で規定する旗又は車両章 (以

下「旗等」という。)をあわせて交付するものとする。 

 

(訓練における使用) 

第７条 消防長は、平時において、国民保護措置についての訓練を実施する場合に、第3条第2

号及び第3号に掲げる者に対し、腕章等を貸与することができるものとする。 

２ 消防長は、前項の規定に基づき、腕章等を貸与する場合、必要に応じ、場所等ごとに旗等を

あわせて貸与することができるものとする。 

 

(特殊標章の特例交付) 

第８条 消防長は、人命救助等のために特に緊急を要し、対象者からの申請を待ついとまがない

と認めるときは、当該申請を待たずに特殊標章のみを交付することができるものとする。 

２ 前項の場合において、消防長は必要と認めるときは、特殊標章を交付した者に対して返納を

求めるものとする。 

 

(特殊標章の再交付) 

第９条 消防長から特殊標章の交付を受けた者は、特殊標章を紛失したとき、又は使用に堪えな

い程度に汚損若しくは破損した場合には、特殊標章再交付申請書(別記様式3)により、速やか

に消防長に申請し、特殊標章の再交付を受けるものとする。 

２ 前項の規定により、再交付を受ける場合(紛失した場合を除く。)は、汚損又は破損した特殊

標章を返納しなければならない。 

 

第３章 身分証明書の交付等 

 

(身分証明書の交付) 

第10条 消防長は、第5条第1項の規定により、腕章等を交付した者に対し、第2条第2項で規定

する身分証明書(以下「身分証明書」という。)を交付するものとする。 

２ 消防長は、第5条第2項の規定により、腕章等を交付した者に対し、身分証明書を交付するも

のとする。 

 

(身分証明書の携帯) 

第11条 消防長から身分証明書の交付を受けた者は、特殊標章を使用する必要があるときは、 身

分証明書を携帯するものとする。 
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(身分証明書の再交付) 

第12条 消防長から身分証明書の交付を受けた者は、身分証明書を紛失し、又は使用に堪えない

程度に汚損若しくは破損した場合には、身分証明書再交付申請書(別記様式4)により、速やか

に消防長に申請し、身分証明書の再交付を受けるものとする。また、身分証明書の記載事項に

異動があった場合も同様とする。 

２ 前項の規定により、再交付を受ける場合(紛失した場合を除く。)は、交付を受けた身分証明

書を返納しなければならない。 

 

(有効期間及び更新) 

第13条 第10条第1項の規定により、消防長が交付する身分証明書の有効期間は、交付された者 

がその身分を失ったときまでとする。 

２ 第10条第2項の規定により消防長が武力攻撃事態等において交付する身分証明書の有効期間

は、武力攻撃事態等の状況及び国民保護措置の内容に鑑み、消防長が必要と認める期間とする。 

３ 身分証明書の更新手続は、第4条の規定に準じて行うものとする。  

 

第４章 保管及び返納 

 

(保管) 

第14条 消防長は、申請書及び特殊標章等に番号を付し、厳重に保管するものとする。 

２ 特殊標章等の交付を受けた者は、国民保護措置に係る職務、業務又は協力を行っている場合

及び訓練又は啓発のために用いる場合を除き、特殊標章等を厳重に保管するものとする。 

 

(返納) 

第15条 消防長から特殊標章等の交付を受けた者は、身分を失ったときその他の事由があった 

ときは、特殊標章等を返納しなければならない。 

 

 第５章 濫用の禁止等 

 

(濫用の禁止) 

第16条 特殊標章等の交付を受けた者は、特殊標章等を他人に譲り渡し、又は貸与してはならな

い。 

２ 特殊標章等の交付を受けた者は、国民保護措置に係る職務、業務又は協力を行っている場合

及び訓練又は啓発のために用いる場合を除き、特殊標章等を使用してはならない。 

３ 特殊標章等により識別させることができる場所等については、当該場所等が専ら国民保護 

措置に係る職務、業務又は協力のために使用されていなければならない。 

 

(周知) 

第17条 消防長は、特殊標章等を交付する者に対し、当該交付する際その他必要な機会を捉え、 

特殊標章等の意義、その使用及び管理等について説明を行い、あらかじめ周知を図るものとす

る。 

 

第６章 雑則 

 

(雑則) 

第18条 この要領に定めるもののほか、特殊標章等の様式等については、「赤十字標章等及び特

殊標章等に係る事務の運用に関するガイドライン」に定めるところによる。 
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（交付及び管理） 

第19条 大和市消防本部における特殊標章等の交付及び管理に関する事務は、総務担当課が行う

こととする。 

 

 

附則 

 この要領は、平成１９年４月１日から施行する。 

附則 

 この要領は、平成２１年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



60 

 

別紙（第２条関係） 
 

区 分 表 示  

制 式 
位 置 形 状 

腕 章 左腕に表示  

  

①オレ ンジ色地に青色の

正三角形とする。 

②三角形 の一の角が垂直

に 上を向いている。 

③三角形 のいずれの角も

オレンジ 色 地の縁に接し

てい ない。 

 

 

※一連の 登録番号を表面

右 下すみに付ける。 

（例：大和市消防本部１） 

帽 章 帽 子 （ ヘ ル メ ッ ト を 含む。）

の前部中央に表示 

旗 施設の平面に展張又は掲 

揚又は表示 

車両章 車両の両側面、後面及び 

上部に表示 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



61 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身長／Ｈｅｉｇｈｔ 

      
 眼の色／Ｅｙｅｓ 

      
 頭髪の色／Ｈａｉｒ 

      

 その他の特徴又は情報／Ｏｔｈｅｒ ｄｉ ｓｔ ｉｎｇｕｉｓｈｉｎｇ ｍａｒｋｓ ｏｆ ｉｎｆｏｍａｔ ｉｏｎ 

 

 

 血液型／Ｂｉ ｏｏｄ ｔｙｐｅ                                           

                 

                 

 

 

所有者の写真 

／ＰＨＯＴＯ ＯＦ ＨＯＬＤＥＲ 

印章／Ｓｔａｍｐ 所有者の署名／Ｓｉｇｎａｔｕｒｅ ｏｆ ｈｏｌ ｄｅｒ 

 

別図（第２条関係） 
 
 
 
 
 
         表面                     裏面 
 
 

 

大和市長 

 

 
 

身 分 証 明 書 

 IDENTITY CARD  

 

国民保護措置に係る職務等を行う者用 

 ｆｏｒ ｃｉｖ ｉｌ ｄｅｆｅｎｃｅ ｐｅｒｓｏｎｎｅｌ 
 

氏名／Ｎａｍｅ                                             

生年月日／Ｄａｔｅｏｆｂｉ ｒｔｈ                                           

この証明書の所持者は、次の資格において、1949年8月12日のジュネーヴ諸条約 

 の国際的な武力紛争の犠牲者の保護に関する追加議定書（議案書Ⅰ）によって保護 

される。 

 Ｔｈｅ ｈｏｌｄｅｒ  ｏｆ  ｔｈｉｓ ｃａｒｄ  ｉｓ  ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ ｂｙ Ｇｅｎｅｖａ Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎｓ ｏｆ 12 Ａｕｇｕｓｔ 

 1949 ａｎｄ ｂｙ ｔｈｅ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ａｄｄｉｔｉｏｎａｌ ｔｏ  ｔｈｅ Ｇｅｎｅｖａ Ｃｏｎｖｅｎｔ ｉｏｎｓ ｏｆ 12 Ａｕｇｕｓｔ 

1949.  ａｎｄ ｒｅｌａｔｉｎｇｔｏ ｔｈｅ  Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ  ｏｆ   Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ  Ａｒｍｅｄ  Ｃｏｎｆｌ ｉｃｔｓ  

   (ＰｒｏｔｏｃｏｌⅠ)ｉｎ ｈｉｓ ｃａｐａｃｉｔｙ ａｓ 

 
 
                                                        

                                                        

    

交付等の年月日／Ｄａｔｅ ｏｆ ｉｓｓｕｅ        証明書番号／Ｎｏ．Ｏｆ ｃａｒｄ      

             

許可権者の署名／Ｓｉｇｎａｔｕｅ ｏｆ ｉｓｓｕｉｎｇ ａｕｔｈｏｒｉｔｙ 

 
 

有効期間の満了日／Ｄａｔｅ ｏｆ ｅｘｐｉｒｙ                                     

 
 
 
 

 

     日本工業規格Ａ７（横７４ミリメートル、縦１０５ミリメートル） 
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別記様式２（第 ４ 条関係） 
  
 

特 殊 標 章 等 に 係 る 交 付 申 請 書 
  
 

 年 月 日 
 

大 和 市 長 殿 
 

私は、国民保護法第 158 条の規定に基づき、特殊標章等の交付を以下のとおり申請します。 
 
 

氏名：(漢 字)    

(ローマ字)    

 

生年月日(西暦) 

    年   月   日 

 

申請者の連絡先 

 住  所：〒                        
 

                                
 

  電話番号：                          
 

  Ｅ-mail ：                          

 

識別のための情報(身分証明書の交付又は使用許可の場合のみ記載) 

 

身  長： cm  眼の色：         

頭髪の色：          血液型： （Ｒｈ 因子 ） 

 

標章を使用する衣服、場所、車両、船舶、航空機等の概要及び使用する標章の数等 

（標章又は特殊信号の交付又は使用許可の場合のみ記載） 

 

 

 

 

（許可権者使用欄） 

資格 ： 

証明書番号 ： 交付等の年月日： 

有効期間の満了日： 

返納日 ： 

 

 

写 真 
 

縦 4㎝×横 3㎝ 
（身分証明書の
交付又は使用許
可の場合のみ） 
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別記様式３（第11条関係） 

 

特  殊  標  章  再  交  付  申  請  書 

 

年 月 日 

大和市消防長 殿 

 

申請者 

 

住所  （電話）    

氏名   印 

 

１ 紛失（破損等）した特殊標章の種別及び登録番号 

２ 紛失（破損等）年月日 

３ 紛失の状況（破損等の理由） 

４ その他必要な事項 

※受 付 欄 ※経 過 欄 

  

備 考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 

２ ※印の欄は、記入しないこと。 
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別記様式４（第１１条関係） 

 

身 分 証 明 書 再 交 付 申 請 書 

 

年 月 日 

大和市消防長 殿 

申請者 

住所  （電話）    

氏名   印 

 

１ 旧身分証明書番号 

２ 理 由 

３ その他必要な事項 

※受 付 欄 ※経 過 欄 

  

備 考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ ４  とする。 

２ 理由には、紛失、汚損、破損及び記載事項の変更等を記入する。 
３ 紛失の場合には、紛失の日時、場所及び紛失の状況を追記する。 

４ 記載事項の変更の場合は、旧記載事項を追記する。 

５ ※印の欄は、記入しないこと。 
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 身長／Ｈｅｉｇｈｔ 

      
 眼の色／Ｅｙｅｓ 

      
 頭髪の色／Ｈａｉｒ 

      

 その他の特徴又は情報／Ｏｔｈｅｒ ｄｉ ｓｔ ｉｎｇｕｉｓｈｉｎｇ ｍａｒｋｓ ｏｆ ｉｎｆｏｍａｔ ｉｏｎ 

 

 

 血液型／Ｂｉ ｏｏｄ ｔｙｐｅ                                           

                 

                 

 

 

所有者の写真 

／ＰＨＯＴＯ ＯＦ ＨＯＬＤＥＲ 

印章／Ｓｔａｍｐ 所有者の署名／Ｓｉｇｎａｔｕｒｅ ｏｆ ｈｏｌ ｄｅｒ 

 

特殊標章及び身分証明書 
 

特 殊 標 章 
 
○ 特殊標章は、オレンジ色地に青色の正三角形と

し、原則として 次の条件を満たすもの。 
(ｱ) 青色の三角形を旗、腕章又は制服に付ける場合

には、その三角形の下地に部分は、オレンジ色
とすること。 

(ｲ) 三角形の一の角が垂直に上を向いていること。 
(ｳ) 三角形のいずれの角もオレンジ色地の縁に接

してい ないこと。 
○ 特殊標章の大きさは、状況に応じて適当な大き

さとす る。 
○ 特殊標章の色については、オレンジ色地の部分 

はオレンジ色（CMYK値：C-0, M-36, Y-100, K-0,    
  RGB値：#FFA500）を青色の正三角形の部分につい 

                      ては青色(CMYK値：C-100, M-100, Y-0,K-0,RGB  
値：#0000FF）を目安とする。ただし、他のオレ 
ンジ色及び青色を用いることを妨げない。 

 
  

 
 
身分証明書 
 

 表面                     裏面 
 
 

 

大和市長 

 

 
 

身 分 証 明 書 

 IDENTITY CARD  

 

国民保護措置に係る職務等を行う者用 

 ｆｏｒ ｃｉｖ ｉｌ ｄｅｆｅｎｃｅ ｐｅｒｓｏｎｎｅｌ 
 

氏名／Ｎａｍｅ                                             

生年月日／Ｄａｔｅｏｆｂｉ ｒｔｈ                                           

この証明書の所持者は、次の資格において、1949年8月12日のジュネーヴ諸条約 

 の国際的な武力紛争の犠牲者の保護に関する追加議定書（議案書Ⅰ）によって保護 

される。 

 Ｔｈｅ ｈｏｌｄｅｒ  ｏｆ  ｔｈｉｓ ｃａｒｄ  ｉｓ  ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ ｂｙ Ｇｅｎｅｖａ Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎｓ ｏｆ 12 Ａｕｇｕｓｔ 

 1949 ａｎｄ ｂｙ ｔｈｅ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ａｄｄｉｔｉｏｎａｌ ｔｏ  ｔｈｅ Ｇｅｎｅｖａ Ｃｏｎｖｅｎｔ ｉｏｎｓ ｏｆ 12 Ａｕｇｕｓｔ 

1949.  ａｎｄ ｒｅｌａｔｉｎｇｔｏ ｔｈｅ  Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ  ｏｆ   Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ  Ａｒｍｅｄ  Ｃｏｎｆｌ ｉｃｔｓ  

   (ＰｒｏｔｏｃｏｌⅠ)ｉｎ ｈｉｓ ｃａｐａｃｉｔｙ ａｓ 

 
 
                                                        

                                                        

   交付等の年月日／Ｄａｔｅ ｏｆ ｉｓｓｕｅ        証明書番号／Ｎｏ．Ｏｆ ｃａｒｄ      

            

 許可権者の署名／Ｓｉｇｎａｔｕｅ ｏｆ ｉｓｓｕｉｎｇ ａｕｔｈｏｒｉｔｙ 

 
 

有効期間の満了日／Ｄａｔｅ ｏｆ ｅｘｐｉｒｙ                                     

 
 
 
 
 

     【日本工業規格Ａ７（横７４ミリメートル、縦１０５ミリメートル）】 

[赤十字標章等及び特殊標章等に係る事務の運用に関するガイドライン 様式４] 
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地区別人口と世帯                        

令和２年４月１日現在 

番号 地区名 世帯数 
人口 

合計 男 女 

 
総数 109,676 238,530 119,160 119,370 

1 公所 2,362 5,881 2,942 2,939 

2 

つきみ野一丁目 1,202 3,079 1,509 1,570 

つきみ野二丁目 368 989 488 501 

つきみ野三丁目 658 1,635 767 868 

つきみ野四丁目 527 1,207 559 648 

つきみ野五丁目 669 1,601 737 864 

つきみ野六丁目 446 1,090 539 551 

つきみ野七丁目 364 846 419 427 

つきみ野八丁目 548 1,304 602 702 

3 

中央林間一丁目 1,372 2,863 1,371 1,492 

中央林間二丁目 1,779 3,472 1,753 1,719 

中央林間三丁目 1,449 2,540 1,267 1,273 

中央林間四丁目 1,566 3,043 1,481 1,562 

中央林間五丁目 1,714 3,250 1,633 1,617 

中央林間六丁目 1,306 2,683 1,336 1,347 

中央林間七丁目 635 1,679 823 856 

中央林間八丁目 889 2,055 1,025 1,030 

中央林間九丁目 506 1,317 631 686 

4 

中央林間西一丁目 288 702 349 353 

中央林間西二丁目 411 981 471 510 

中央林間西三丁目 171 453 224 229 

中央林間西四丁目 544 1,351 675 676 

中央林間西五丁目 660 1,618 790 828 

中央林間西六丁目 517 1,335 724 611 

中央林間西七丁目 0 0 0 0 

5 

南林間一丁目 1,434 2,454 1,204 1,250 

南林間二丁目 954 1,770 895 875 

南林間三丁目 472 974 468 506 

南林間四丁目 792 1,548 779 769 

南林間五丁目 817 1,763 862 901 

南林間六丁目 1,530 3,290 1,659 1,631 
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番号 地区名 世帯数 
人口 

合計 男 女 

5 

南林間七丁目 1,268 2,791 1,390 1,401 

南林間八丁目 977 2,067 1,026 1,041 

南林間九丁目 137 443 194 249 

6 

林間一丁目 1,793 3,359 1,653 1,706 

林間二丁目 1,699 3,229 1,597 1,632 

林間東 626 1,401 717 684 

7 

下鶴間 6,509 15,638 7,883 7,755 

下鶴間一丁目 0 0 0 0 

下鶴間二丁目 1,726 4,519 2,202 2,317 

8 
鶴間一丁目 1,713 3,546 1,767 1,779 

鶴間二丁目 1,731 3,390 1,770 1,620 

9 

西鶴間一丁目 1,315 2,017 1,026 991 

西鶴間二丁目 1,235 2,704 1,340 1,364 

西鶴間三丁目 1,151 2,435 1,181 1,254 

西鶴間四丁目 1,155 2,393 1,220 1,173 

西鶴間五丁目 627 1,279 697 582 

西鶴間六丁目 792 1,873 907 966 

西鶴間七丁目 800 1,833 934 899 

西鶴間八丁目 242 595 267 328 

10 上草柳 1,449 3,575 1,824 1,751 

11 

桜森一丁目 379 750 372 378 

桜森二丁目 1,317 2,350 1,206 1,144 

桜森三丁目 1,035 1,955 985 970 

12 

上草柳一丁目 445 1,002 472 530 

上草柳二丁目 734 1,610 798 812 

上草柳三丁目 693 1,597 815 782 

上草柳四丁目 242 629 313 316 

上草柳五丁目 60 142 69 73 

上草柳六丁目 590 1,445 760 685 

上草柳七丁目 517 1,051 530 521 

上草柳八丁目 966 2,248 1,123 1,125 

上草柳九丁目 529 1,227 621 606 
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番号 地区名 世帯数 
人口 

合計 男 女 

13 

深見西一丁目 350 615 326 289 

深見西二丁目 1,329 2,889 1,519 1,370 

深見西三丁目 111 462 232 230 

深見西四丁目 542 1,340 705 635 

深見西五丁目 10 19 7 12 

深見西六丁目 276 632 317 315 

深見西七丁目 260 512 257 255 

深見西八丁目 339 880 445 435 

14 

深見東一丁目 409 975 502 473 

深見東二丁目 122 268 129 139 

深見東三丁目 324 839 419 420 

15 深見上 1,075 2,910 1,412 1,498 

16 深見下 1,928 4,357 2,249 2,108 

17 

深見台一丁目 785 1,821 890 931 

深見台二丁目 414 868 433 435 

深見台三丁目 233 405 215 190 

深見台四丁目 532 1,231 631 600 

18 

大和東一丁目 524 889 444 445 

大和東二丁目 801 1,168 662 506 

大和東三丁目 1,440 2,502 1,277 1,225 

19 
大和南一丁目 477 771 417 354 

大和南二丁目 1,181 2,424 1,265 1,159 

20 

中央一丁目 307 548 280 268 

中央二丁目 1,137 1,938 994 944 

中央三丁目 754 1,576 775 801 

中央四丁目 971 1,971 954 1,017 

中央五丁目 1,224 2,271 1,109 1,162 

中央六丁目 865 1,726 880 846 

中央七丁目 788 1,538 758 780 

21 

草柳一丁目 550 1,230 618 612 

草柳二丁目 649 1,485 718 767 

草柳三丁目 171 453 234 219 

22 柳橋一丁目 553 1,393 684 709 



70 

 

番号 地区名 世帯数 
人口 

合計 男 女 

22 

柳橋二丁目 791 1,736 862 874 

柳橋三丁目 1,115 2,396 1,096 1,300 

柳橋四丁目 540 1,285 637 648 

柳橋五丁目 274 553 308 245 

23 

福田一丁目 536 1,009 525 484 

福田二丁目 746 1,413 699 714 

福田三丁目 463 887 477 410 

福田四丁目 623 1,355 704 651 

福田五丁目 535 1,204 605 599 

福田六丁目 387 740 393 347 

福田七丁目 907 2,107 1,044 1,063 

福田八丁目 704 1,444 718 726 

24 
相鉄コープ 120 249 110 139 

桜丘 3,451 7,534 3,752 3,782 

25 上和田 2,344 5,815 3,035 2,780 

26 上和田団地 1,270 2,172 1,104 1,068 

27 

代官一丁目 466 1,044 538 506 

代官二丁目 367 923 476 447 

代官三丁目 375 879 438 441 

代官四丁目 348 879 450 429 

28 田中 675 1,583 767 816 

29 中・下福田 4,403 11,084 5,664 5,420 

30 

渋谷一丁目 363 828 389 439 

渋谷二丁目 394 785 400 385 

渋谷三丁目 254 565 277 288 

渋谷四丁目 244 455 213 242 

渋谷五丁目 692 1,337 664 673 

渋谷六丁目 315 548 235 313 

渋谷七丁目 365 742 347 395 

渋谷八丁目 395 777 378 399 

31 高等町 496 1,442 675 767 

32 下和田 687 1,813 860 953 

33 県営いちょう団地 1,198 2,175 922 1,253 
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昼夜間人口                                           

神奈川県全体                                             （平成27年国勢調） 

常住人口 

‖ 
夜間人口 

流 出 人 口 流 入 人 口 流  入  超  過 
昼 間 

人 口 

 昼夜間         

 人 口   

 比 率 

総数 
 
自市区町村外 
へ 

通勤 
 
自市区町村外 
へ 

通学 
 
自市区町村外 
へ 

総数 
 
自市区町村外 
から 

通勤 
 
自市区町村外 
から 

 

総  数 
 

通  勤 

人 

9,126,214 

,

1

2

6

,

2

1

4 

 

人 

2,821,718 
人 

2,464,113 
人 

357,605 
人 

1,988,440 
人 

1,716,271 
人 

-803,288 

人 

-720,206 

人 

8,322,926 
 

91.2 
 

 

 
大和市 
 
 

常住人口 

‖ 
夜間人口 

流 出 人 口 流 入 人 口 流  入  超  過 
昼 間 

人 口 

   昼夜間 

   人 口 

 比  率 

 

総  数 
 

通  勤 
 

通  学 
 

総  数 
 

通  勤 
 

総  数 
 

通  勤 

人 

232,922 
 

74,659 
 

65,902 
 

8,757 
 

37,229 
 

33,546 
人 

-37,430 
人 

-32,356 
人 

196,370 
 

84.3 
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指定避難所一覧 
 令和４年９月９日現在 

№ 避難施設名 所在地 面積 

1 北大和小学校 大和市 下鶴間685 666 

2 緑野小学校 大和市 中央林間西5-3-1 969 

3 林間小学校 大和市 林間1-5-18 690 

4 西鶴間小学校 大和市 西鶴間2-25-43 690 

5 大和小学校 大和市 深見西8-7-1 1,130 

6 草柳小学校 大和市 中央3-6-1 913 

7 深見小学校 大和市 深見台2-9-1 913 

8 桜丘小学校 大和市 上和田832 913 

9 渋谷小学校 大和市 下和田929 968 

10 上和田小学校 大和市 上和田2695 666 

11 柳橋小学校 大和市 柳橋1-17-7 686 

12 南林間小学校 大和市 南林間9-3-2 666 

13 福田小学校 大和市 福田5-22-1 666 

14 大野原小学校 大和市 上草柳7-4-26 666 

15 下福田小学校 大和市 福田570 729 

16 大和東小学校 大和市 深見1805 715 

17 文ヶ岡小学校 大和市 桜森3-16-31 727 

18 中央林間小学校 大和市 下鶴間1450-29 715 

19 引地台小学校 大和市 草柳3-1-2 729 

20 大和中学校 大和市 深見西7-5-1 970 

21 光丘中学校 大和市 大和南2-11-1 1,230 

22 渋谷中学校 大和市 下和田49 1,109 

23 つきみ野中学校 大和市 つきみ野3-5-1 1,120 

24 鶴間中学校 大和市 下鶴間3016 925 

25 引地台中学校 大和市 柳橋4-5050 925 

26 上和田中学校 大和市 上和田1314-1 932 

27 南林間中学校 大和市 南林間9-3-1 937 

28 下福田中学校 大和市 福田1569-1 924 

29 県立大和高校 大和市 つきみ野3-4 971 

30 県立大和南高校 大和市 上和田2557 958 

31 県立大和東高校 大和市 深見1760 1,019 

32 県立大和西高校 大和市 南林間9-5-1 921 
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№ 避難施設名 所在地 面積 

33 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ上草柳会館 大和市 上草柳5-3-11 181 

34 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ上和田会館 大和市 上和田2700-18 249 

35 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ草柳会館 大和市 下草柳552-1 249 

36 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ公所会館 大和市 下鶴間504-1 251 

37 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ桜丘会館 大和市 上和田860-1 266 

38 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ桜森会館 大和市 桜森3-5-21 250 

39 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ下草柳会館 大和市 中央6-5-19 261 

40 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ下鶴間会館 大和市 下鶴間2516-2 274 

41 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ下福田会館 大和市 福田611-1 261 

42 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ下和田会館 大和市 下和田791-2 232 

43 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ中央林間会館 大和市 中央林間6-26-7 229 

44 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ鶴間会館 大和市 鶴間2-12-35 260 

45 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ西鶴間会館 大和市 西鶴間2-4-20 260 

46 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ深見北会館 大和市 深見498-5 243 

47 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ深見中会館 大和市 深見台4-10-29 262 

48 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ深見南会館 大和市 深見台1-9-19 235 

49 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ福田会館 大和市 代官1-22-3 235 

50 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ緑野会館 大和市 中央林間西4-27-3 236 

51 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ南林間会館 大和市 南林間7-14-24 256 

52 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ柳橋会館 大和市 柳橋2-12-2 237 

53 障害福祉センター松風園 大和市 西鶴間2-24-1 395 

54 保健福祉センター 大和市 鶴間1-31-7 889 

55 
県厚木保健福祉事務所 

大和センター 
大和市 中央1-5-26 1,342 

計 40,401 

 
 

 
※面積は小中校学校及び高等学校にあっては体育館 
 その他の施設にあっては、宿泊可能な部屋等 
 網掛け箇所は国民保護における県指定の避難所 
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災害対策用備蓄倉庫一覧 
№ 倉庫№ 設置場所 床面積（㎡） 設置年度 備考 

1 1 大和市役所 14.4  S61 年度   

2 2 上和田小学校 14.4  S61 年度   

3 4 文ヶ岡小学校 13.8  S57 年度   

4 6 北大和小学校 14.4  S57 年度   

5 7 緑野小学校 14.4  S57 年度   

6 9 引地台中学校 15.9  H24 年度   

7 10 南林間小学校 14.4  S59 年度   

8 11 鶴間中学校 14.4  S59 年度   

9 12 下福田中学校 14.4  S59 年度   

10 13 草柳小学校 14.4  S60 年度   

11 14 深見小学校 14.4  S60 年度   

12 15 桜丘小学校 14.4  S60 年度   

13 16 林間小学校 13.4  H7 年度   

14 17 大和小学校 13.4  H7 年度   

15 18 福田小学校 13.4  H7 年度   

16 19 大野原小学校 13.4  H7 年度   

17 20 引地台小学校 13.4  H7 年度   

18 22 つきみ野中学校 13.4  H7 年度   

19 23 南林間中学校 13.4  H7 年度   

20 27 上和田中学校 15.9  H12 年度   

21 28 西鶴間小学校 15.9  H13 年度   

22 29 大和中学校 15.9  H13 年度   

23 30 下福田小学校 15.9  H13 年度   

24 31 中央林間小学校 13.4  H14 年度   

25 32 大和東小学校 13.4  H14 年度   

26 33 柳橋小学校 13.4  H14 年度   

27 34 渋谷小学校 13.4  H15 年度   

28 35 大和南高校 13.4  H15 年度   

29 36 大和高校 13.4  H16 年度   

30 37 大和東高校 13.4  H16 年度   

31 38 大和西高校 13.4  H17 年度   

32 39 大和学園聖セシリア 13.4  H17 年度   

33 部室棟 光丘中学校 20.5  H20 年度 施設の一部を利用 

34 部室棟 渋谷中学校 20.0  H16 年度 施設の一部を利用 

35   大和ゆとりの森仲良しプラザ 716.8  H24 年度 施設の一部を利用 

36 26 消防署北分署 15.9  H12 年度   

37 Ｂ倉庫 消防本部 25.6  S63 年度 施設の一部を利用 

38   大和スタジアム地下 169.0  H8 年度 施設の一部を利用 

39   リラの丘公園 14.4    
ＵＲ（都市基盤整備公

団）から寄付 

40 倉庫１ 
文化創造拠点 
シリウス 

45.0  H28 年度 施設の一部を利用 

41 倉庫３ 10.1 H28 年度 施設の一部を利用 

42 倉庫４ 22.2  H28 年度 施設の一部を利用 

43   市民交流拠点ポラリス 31.5  H30 年度 施設の一部を利用 

44   やまと防災パーク 463.8  令和元年度   
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備蓄品一覧 

分類 (単位) 数量

(Kg) 95

(ﾘｯﾄﾙ) 5,508

(缶) 61,300

(袋) 109,625

(本) 7,400

(枚) 35,106

(枚) 12,464

(枚) 4,266

(枚) 18,024

(枚) 20,400

(台) 90

(台) 109

(枚) 1,505

(個) 1,100

(張) 40

(台) 156

(77)

(個) 155,400

(台) 101

(台) 28

(個) 63

(台) 20

(台) 103

(ﾘｯﾄﾙ) 264

応急給水用資機材

濾水機

災害用救助工具セット

冷暖房機材（ストーブ）

冷暖房機材（扇風機）

ガソリン

防水シート（ブルーシート）

土のう

テント

トイレ

仮設

(うち要援護者対応型)

簡易(携帯)

ウェットタオル

発電機

投光機

水缶(ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ含む)

パン

やわらかごはん

ようかん

小人

大人

衣

料

・

寝

具

・

日

用

雑

貨

食
糧
・
飲
料
水

応
急
対
策
・
生
活
用
資
機
材

品目

令和２年４月１日 現在

紙おむつ

毛布(アルミヒート含む)

粉ミルク

生理用品
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大和市内の一般国道・県道の状況 
 
１） 一般国道 
 
              
                               令和２年３月３１日現在 
 

名   称 延長（ｍ） 

 
国道１６号 
 
国道２４６号大和厚木バイパス 
 
国道４６７号 
 

合  計 
 

 
１，１９０ 

 
３，７３５ 

 
７，３９１ 

 
１２，３１６ 

 
 
２） 県道 
 

令和２年３月３１日現在 
 

名   称 延長（ｍ） 

県道４０号（横浜厚木線） ４，１７５ 

県道４５号（丸子中山茅ヶ崎線） ３，２５３ 

県道５０号（座間大和線） ３，０１９ 

県道５６号（目黒町町田線） ２，４４４ 

県道４５１号（藤沢大和自転車道） ６，１４４ 

合  計 １９，０３５ 

 
 
３） その他 
 

令和２年３月３１日現在 
 

名   称 延長（ｍ） 

 
東名高速道路 
 キロポスト22．04（横浜市境） 
      ～25.97（綾瀬市境） 
 

３,９００ 
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大和市幹線道路一覧 
 

令和２年３月３１日現在 
 

幹線１級 幹線２級 

番号 名称 番号 名称 

1 公所相模原線 1 公所つきみ野線 

2 公所中央林間線 2 つきみ野８６号 

3 南林間駅東線 3 林間山王原線 

4 南林間座間線 4 新町子安線 

5 南大和相模原線 5 坂上一の関線 

6 福田相模原線１号 6 城山宮下線 

7 鶴間宿線 7 東原桜森線 

8 水窪座間線 8 入村扇野線 

9 城山泉の森線 9 相模大塚駅南線 

10 三ツ境下草柳線 10 桜森蓼川線 

11 深見草柳線 11 引地台線 

12 新道下篠山線 12 桜ヶ丘境橋線 

13 久田山谷路線 13 光ヶ丘久田線 

14 福田相模原線２号 14 大塚戸桜山線 

15 福田相模原線３号 15 桜ヶ丘宮久保線 

16 本町通り線 16 新道下南庭線 

17 大和駅南線 17 中福田南庭線 

18 福田相模原線４号 18 上和田仲通り線 

  19 高座渋谷代官庭線 

  20 福田原高座渋谷線 

  21 山谷福田橋線 

  22 緑橋山谷線 

  23 内山３８号 

  24 公所山谷線 
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動物の保護等に関して地方公共団体が配慮すべき事項についての基本的な考え方 
（平成 17 年 8 月 31 日付環境省自然環境局総務課動物愛護管理室、  

農林水産省生産局畜産部畜産企画課事務連絡） 
 
 
１ 平素からの備え  

地方公共団体は、平素において、災害時における動物の管理等への備えと併せて、必要に応
じ、以下の措置の実施に努めるものとする。 

○ 危険動物等の逸走対策 
・地方公共団体は、動物の愛護及び管理に関する法律(昭和 48 年法律第 105 号)第 16 条の

規定等 に基づき、人の生命、身体又は財産に害を加えるおそれがある動物（以下｢危険動
物｣とい う。）等の所有者、飼養状況等について、あらかじめ把握すること。 

・地方公共団体は、武力攻撃事態等において、危険動物等が逸走した場合の連絡体制並びに
関係機関及び関係地方公共団体との役割分担の明確化や協力体制について、あらかじめ整 
備すること。 

○ 要避難地域等において飼養又は保管されていた家庭動物等の保護等 
・地方公共団体は、武力攻撃事態等において、所有者等が行う要避難地域等において飼養又
は保管されていた家庭動物等の適切な飼養又は保管の活動への支援や動物愛護管理センタ
ー等の活用等当該地方公共団体が実施する措置に関し、連絡体制の整備や関係機関及び関
係地方公共団体との役割分担の明確化や協力体制について、あらかじめ整備すること。 

・地方公共団体は、武力攻撃事態等において、要避難地域における家庭動物等の保護等を行  
うためにゲージ(おり)等の必要な資材や飼料等の確保に関する取組（関係する企業等の連 
絡先の把握その他の供給・調達体制の整備等）を行うこと。 

 
２ 武力攻撃事態等における動物の保護等  

地方公共団体は、武力攻撃事態等において、以下の措置を実施する者の安全の確保に十分配 
慮して、可能な範囲で、関係機関及び関係地方公共団体と連携協力を図りながら、当該措置の 
実施に努めるものとする。 

○ 危険動物等の逸走対策 
・地方公共団体は、武力攻撃事態等において、危険動物等が逸走した場合は、住民及び避難 

住民への周知並びに避難誘導を図ること。 
・地方公共団体は、逸走した危険動物等の迅速な捕獲等の必要な措置を行うこと。 
・地方公共団体は、逸走した危険動特等により住民及び避難住民に危害が及んだ場合には、 

迅速な救援活動等を行うこと。 
○ 要避難地域等において飼養又は保管されていた家庭動物等の保護等 

・地方公共団体は、武力攻撃事態等において、所有者等が行う要避難地域等において飼養又 
は保管されていた家庭動物等の保護の支援や負傷した家庭動物等の保護収容を行うとと
もに、家庭動物等についての相談・助言等の必要な措置を実施すること。 

・地方公共団体は、武力攻撃事態等において、動物の愛護及び避難住民の精神的安定等を図 
る観点から、所有者等が要避難地域等において飼養又は保管されていた家庭動物等の飼養 
又は保管を避難所において行う場合には、その活動を支援するとともに、家庭動物等につ 
いての相談・助言等必要な措置を実施すること。 

 
３ 緊急対策事態における動物の保護等 

 緊急対策事態における勤物の保護等については、１及び２に準ずるものとする。 
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